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一

診
療
制
度

1

公
立
診
療
所

ア

久
万
町
立
病
院

終
戦
直
前
の
松
山
市
の
焦
土
化
と
、
未
曽
有
の
食
糧
難
に
よ
っ
て
、
松
山
市
の
住

民
が
一
挙
に
周
辺
の
町
や
村
へ
疎
開
し
て
い
っ
た
が
、
久
万
町
に
も
、
多
く
の
戦
災

者
が
、
親
族
や
知
人
を
頼
り
に
住
居
を
求
め
て
転
居
し
て
き
た
。
そ
の
上
、
軍
需
工

場
や
海
外
か
ら
の
引
揚
者
も
加
わ
り
急
激
に
人
口
が
増
加
し
た
。

営
病
院
の
設
置
に
踏
み
き
っ
た
。

昭
和
二
一
年
七
月
、
久
万
町
大
字
久
万
町
一
五
八
番
地
に
起
工
、
同
時
に
医
師
の

招
へ
い
に
つ
と
め
た
結
果
、
戦
時
中
陸
軍
軍
医
と
し
て
中
支
戦
線
で
活
躍
し
て
い
た
、

松
山
市
出
身
の
吉
村
久
雄
医
師
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
病
院
開
設
ま
で
の
期
間

は
旧
久
万
町
役
場
の
一
か
く
を
直
営
診
療
所
と
し
て
、
昭
和
二
一
年
八
月
一
日
よ
り

診
嬢
を
開
始
し
た
。

事 看 所
長

務 護
医

員 婦 師

名 名 名

久万町立病院

元
来
、
久
万
町
の
、
重
症
患
者
の

医
嬢
は
松
山
市
の
病
院
に
依
存
し
て

き
た
。
し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
は
、

焦
土
と
化
し
た
松
山
に
た
よ
る
こ
と

が
で
き
な
い
実
状
と
な
り
、
二
、
三

の
開
業
医
は
あ
っ
て
も
、
増
加
す
る

住
民
の
医
藻
を
さ
ば
く
だ
け
の
施
設

に
恵
ま
れ
ず
、
医
榛
に
対
す
る
住
民

の
不
安
は
深
刻
化
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
の
で
、
時

の
町
長
、
八
木
菊
次
郎
は
英
断
を

も
っ
て
、
久
万
町
国
民
健
康
保
険
直
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こ
の
よ
う
に
、
小
さ
な
診
癒
所
の
上
に
戦
後
の
た
め
医
療
も
衛
生
材
料
も
不
足
が

ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
所
長
の
吉
村
医
師
は
、
こ
れ
ら
の
物
資
不
足
を
技
術
面
で

補
な
い
、
町
民
の
診
療
に
つ
と
め
て
、
町
民
に
安
心
感
を
与
え
る
一
方
、
暇
が
あ
れ

ば
遠
く
他
町
村
に
ま
で
も
往
診
に
出
か
け
た
。

そ
の
結
果
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
郡
内
一
円
の
住
民
に
親
し
ま
れ
、
厚
い
信

頼
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
厚
生
病
院
の
建
築
も
完
成
し
て
、
開
業
す

る
直
前
の
昭
和
二
二
年
四
月
八
日
、
小
田
町
丸
井
病
院
の
招
請
に
よ
っ
て
、
夜
間
同

町
に
往
診
し
た
帰
途
、
田
渡
村
臼
杵
の
県
道
に
お
い
て
、
自
動
車
事
故
の
た
め
殉
職

し
た
。
惜
し
む
べ
き
人
材
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。

久
万
町
国
民
健
康
保
険
直
営
久
万
厚
生
病
院
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
こ
と

な
の
で
、
木
材
を
除
い
た
建
築
資
材
は
す
べ
て
、
県
建
築
課
の
割
当
て
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
状
で
あ
り
、
資
材
の
入
手
に
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
苦

労
が
と
も
な
っ
た
。

昭
和
二
二
年
四
月
、
木
造
二
階
建
て
、
延
べ
坪
数
四
〇
一
・
七
五
坪
、
総
工
費
一

五
九
五
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行
政
・
財
政

九
四
万
円
を
も
っ
て
完
成
し
た
。
内
科
、
外
科
、
産
婦
人
科
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
科
、
そ

れ
に
病
室
(
病
床
数
四
〇
床
)
を
有
す
る
郡
内
唯
一
の
総
合
病
院
と
な
っ
た
矢
先
、
吉

村
医
師
の
急
逝
の
た
め
、
院
長
と
し
て
、
宇
都
宮
利
雄
の
帰
省
を
要
請
し
、
各
科
の

陣
容
を
と
と
の
え
、
昭
和
二
二
年
四
月
二
六
日
、
診
嬢
を
開
始
し
た
。
(
現
在
の
N
T

T
跡
)

五
九
六

○
初
代
院
長

医

師

医

師

医

師

看
護
婦

事
務
職
員

宇
都
宮

利

雄

横

田

三

雄

宮

村

敏

男

矢

島

湊

内

科

内

科

外

科

婦
人
科

一
二
名

九
名

初
代
院
長
宇
都
宮
利
雄
が
、
個
人
病
院
経
営
の
た
め
に
退
職
し
た
後
、
各
科
医
師

も
次
々
と
退
職
し
て
、
病
院
運
営
は
極
め
て
困
難
な
事
態
に
直
面
し
た
。
そ
こ
で
時

の
町
長
高
野
義
唯
は
医
師
の
招
へ
い
に
東
奔
西
走
し
た
。
そ
の
結
果
、
長
崎
医
科
大

学
の
厚
意
に
よ
り
、
同
大
学
と
の
契
約
が
で
き
、
次
々
に
医
師
の
来
院
を
得
て
、
各

科
と
も
に
充
実
、
総
合
病
院
の
陣
容
は
確
立
さ
れ
る
と
同
時
に
、
長
崎
医
科
大
学
病

院
の
出
先
機
関
と
し
て
の
様
相
を
見
せ
は
じ
め
た
。

〇
二
代
院
長

松

田

正

幸

一
、
施
設
は
破
損
多
く
、
非
衛
生
的

一
、
結
核
病
棟
の
設
置
を
必
要
と

す
る
。

一
、
眼
科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
新

設
一
、
現
位
置
へ
は
増
設
困
難

こ
の
た
め
、
移
転
新
築
の
議
が
起

こ
っ
た
。

昭
和
三
三
年
二
月
一
一
日
、
第
一

期
工
事
と
し
て
、
結
核
病
棟
を
移
転

地
に
新
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
工

費
六
三
〇
万
円
を
も
っ
て
六
月
に
完

成
し
た
。
病
床
三
〇
を
有
す
る
結
核

看護婦宿舎

医

師

看
護
婦

事
務
職
員

病
棟
に
は
看
護
婦
二
名
を
常
駐
さ
せ
、
医
師
は
、
毎
日
本
院
よ
り
往
診
し
た
。
引
き

続
き
、
第
二
期
工
事
に
は
診
療
棟
・
給
食
棟
・
普
通
病
棟
を
一
六
六
〇
万
円
で
、
第

三
期
工
事
の
診
療
棟
は
五
八
〇
万
円
で
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て

そ
の
名
称
も
、
厚
生
病
院
か
ら
久
万
町
立
病
院
と
改
称
し
た
。
翌
三
五
年
四
月
一
日
、

旧
病
院
を
廃
止
し
て
新
病
院
に
移
転
し
た
。
そ
の
と
き
の
陣
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

そ
の
後
、
給
食
室
及
び
看
護
婦
宿
舎
も
完
成
し
、
完
全
給
食
の
実
施
を
始
め
た
。

三
代
目
院
長
に
は
河
野
通
夫
が
就
任
し
た
。
当
時
、
厚
生
病
院
の
利
用
患
者
は
多
く
、

旧
国
道
に
面
し
た
狭
い
敷
地
で
あ
っ
た
た
め
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
。

〇
三
代
院
長

医

師

看
護
婦

事
務
職
員

そ

の

他

河

野

通

夫

四
名

一
七
名

七
名

三
名



病

床

一
般

三
四

結
核

三
〇

診
療
科
目

内
科
・
小
児
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
・
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
・
眼
科

昭
和
三
七
年
に
は
、
第
四
期
工
事
で
、
普
通
病
棟
・
看
護
婦
宿
舎
・
医
師
住
宅
等
、

一
五
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
当
初
計
画
が
一
応
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
医
師
住
宅
の
建

築
を
行
い
、
完
成
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

昭
和
四
一
年
に
は
、
一
三
年
間
勤
続
し
て
病
院
の
発
展
に
は
も
ち
ろ
ん
、
郡
内
一

円
の
医
療
行
政
に
貢
献
し
て
き
た
河
野
通
夫
院
長
が
退
職
し
、
竹
下
良
夫
院
長
を
後

任
と
し
て
迎
え
た
。
こ
の
と
き
の
陣
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
四
代
院
長

医

師

薬
剤
師

技
術
職
員

看
護
婦

事
務
職
員

そ

の

他

病

床

竹

下

良

夫

四

名

一

名

二

名

二
〇
名

人

名

一
七
名

一
般

六
二

結
核

三
〇

昭
和
四
九
年
一
二
月
、
町
民
の
多
年
に
わ
た
る
要
望
で
あ
っ
た
歯
科
医
師
を
台
湾

よ
り
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
本
館
二
階
を
増
改
築
し
、
歯
科
を
開
設
し
た
。
初
代
歯

科
医
は
張
指
堂
医
師
で
あ
る
。

同
四
四
年
一
二
月
、
医
療
技
術
の
著
し
い
向
上
と
生
活
環
境
の
向
上
に
伴
い
、
死

亡
率
の
上
位
を
占
め
て
い
た
結
核
患
者
は
激
減
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
成
人
病
患
者

の
増
加
を
み
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
結
核
病
床
三
〇
床
を
一
〇

床
に
し
、
二
〇
床
を
一
般
病
床
に
変
更
し
、
更
に
二
床
の
増
加
が
認
め
ら
れ
、
一
般

病
床
八
四
床
、
結
核
病
床
一
〇
床
の
九
四
床
と
な
っ
た
。
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そ
の
後
、
昭
和
三
二
年
に
着
工
し
、
順
次
整
備
さ
れ
た
病
院
も
、
木
造
建
築
の
た

め
老
朽
化
が
著
し
く
、
更
に
設
備
、
医
療
機
械
等
も
旧
式
の
も
の
が
多
く
な
り
、
昭

和
五
〇
年
一
一
月
二
二
日
、
病
院
建
設
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
五
二
年
八
月
に

病
院
建
設
の
基
本
構
想
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
病
院
に
お
い
て
も
、
院
長
を
中

心
に
し
て
院
内
検
討
会
も
し
ば
し
ば
開
か
れ
た
。
同
年
二
一
月
、
京
都
市
の
内
藤
設

計
事
務
所
に
設
計
を
委
託
し
た
。
新
し
い
病
院
は
、
昭
和
五
三
年
・
五
四
年
の
継
続

事
業
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
、
延
べ
三
六
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
白

亜
の
病
院
が
完
成
し
た
。
一
般
病
床
八
九
床
、
結
核
病
床
五
床
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、
救

急
処
理
室
、
歯
科
技
工
室
な
ど
新
設
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
室
の
充
実
、
医
療
器
械
の

更
新
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
試
み
と
し
て
老
人
や
身
体
障
害

者
の
方
が
容
易
に
二
階
に
上
が
り
下
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
た
。

昭
和
六
三
年
度
か
ら
は
町
民
待
望
の
C
T
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
診
断
装
置
)

の
稼
働
に
よ
り
一
層
良
質
で
充
実
し
た
医
魔
の
提
供
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
自
治
体
病
院
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
治
癒
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
保
健
活

動
・
予
防
活
動
に
も
積
極
的
に
参
画
し
、
昭
和
五
七
年
か
ら
一
日
人
間
ド
ッ
ク

(
半

額
町
補
助
)
を
実
施
し
、
昭
和
五
九
年
か
ら
は
一
般
住
民
検
診
(
二
二
会
場
)
を
行
い
、

昭
和
六
〇
年
に
は
、
子
宮
が
ん
検
診
、
一
般
住
民
検
診
の
事
後
指
導
(
夜
間
六
会
場
)

や
公
民
館
な
ど
の
健
康
学
級
に
も
協
力
し
て
い
る
。
現
在
で
は
医
師
の
確
保
に
つ
い

て
も
愛
媛
大
学
医
学
部
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
名
実
と
も
に
上
浮
穴
郡
の
中
核
病

院
と
し
て
の
医
療
体
勢
を
確
立
し
て
い
る
。

現
在
の
町
立
病
院
の
診
療
施
設
の
概
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
五
代
院
長

矢
野
侃
夫

医

師

七

名

看
護
婦

二
五

名

五
九
七
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薬
剤
師

二

名

事
務
職
員
一
三

名

技
術
職
員

七

名

そ

の

他
一
一
名

病

床
一

般

八

九

結
核

五

計

九

四

診
療
科
目

内
科
・
外
科
・
小
児
科
・
産
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
科
・
歯
科

院
長
の
ひ
と
こ
と
…
…
…
…
…

住
民
検
診
は
ま
ず
受
診
率
を
向
上
さ
せ
て
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が

る
よ
う
に
努
力
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
そ
の
必
要
性
の
高

い
四
〇
歳
代
の
受
診
率
の
向
上
が
よ
り
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

検
診
は
問
診
・
検
査
・
診
察
等
に
ょ
る
総
合
判
定
を
通
知
す
る
だ
け
の
事
後
指
導
で
は

不
十
分
で
あ
る
。
要
注
意
、
要
精
検
、
要
治
療
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
医
師
・
保
健

婦
・
看
護
婦
・
栄
養
士
等
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
が
あ
っ
て
、
初
め
て
、
住
民
は

検
診
結
果
に
よ
る
健
康
状
態
を
理
解
し
、
検
診
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
。
ひ
い
て

は
、
受
診
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
指
導
す
る
側
、
受
診

者
双
方
に
検
診
の
取
り
組
み
に
対
す
る
努
力
が
一
層
必
要
と
さ
れ
る
。

イ

町
立
診
療
所

直
瀬
診
療
所

畑
野
川
診
療
所
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
、
直
瀬
地
区
住
民
は
、
直
瀬
に
も
診
癒
所
の

開
設
を
強
く
要
望
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
三
三
年
夏
ご
ろ
よ
り
、
診
療
所
を
開

設
し
ょ
う
と
し
た
。

元
来
直
瀬
地
区
に
は
平
山
、
鉾
石
、
井
上
、
山
本
等
の
医
師
が
次
々
に
開
業
し
て

い
て
、
営
業
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
採
算
が
と
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
川
瀬
村
と

町立病院事業収支決算書

区分 
収 入 額 支 出 額 

剰 余 金 
備 考 

年度(昭和) 又は欠損金 

30 14,075,348円 12,262,228円 1,813,120円 

診療所抱合 35 38,143,574 38,143,244 330 

40 63,651,267 63,757,260 △ 105,993 S39年度より企業会計 

45 100,528,116 100,601,307 73,191 

50 233,296,154 233,036,173 259,981 

55 386,297,268 448,950タ410 △62タ653,142 

60 669,572,625 660,461,220 9,111,405 

62 706,885,322 704,197,497 2,687,825 

患者数の推移

区分 年度(昭和) 

入院患者(人) 外来患者(人) 合 計(人) 

41 19,097 39,047 58,144 

45 15,892 46,702 62,594 

50 16,589 60,252 76,841 

55 20,860 54,993 75,853 

60 18,814 52,585 71,399 

62 18,485 51,197 69,682 



し
て
も
、
ま
た
、
直
瀬
地
区
も
運
営

に
は
自
信
を
も
っ
て
い
た
。
位
置
と

し
て
は
、
字
馬
門
甲
三
二
七
三
番
地

の
直
瀬
地
区
有
地
が
最
適
の
候
補
地

だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
決
定
し
た
。

総
建
設
費
五
四
一
万
五
〇
〇
〇
円
の

内
国
庫
補
助
が
一
一
〇
万
八
〇
〇
〇

円
で
、
残
り
を
一
般
会
計
よ
り
繰
り

入
れ
て
着
手
し
た
。

当
時
の
川
瀬
村
は
、
父
二
峰
村
と

同
じ
く
久
万
町
と
合
併
す
る
た
め
の

準
備
中
で
あ
っ
て
、
村
長
を
は
じ
め
、

直瀬診療所

理
事
者
は
東
奔
西
走
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
。
診
療
所
建
設
の
工
事
も
着
々
と
進
行
し

て
い
た
。
昭
和
三
四
年
三
月
三
一
日
新
久
万
町
誕
生
の
時
に
は
完
成
を
見
て
お
ら
ず
、

完
成
ま
で
は
旧
川
瀬
村
で
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
設
立
費
は
別
途
会
計

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
、
五
月
末
完
成
し
、
人
員
配
置
等
も
完
備
し
て
、
久
万
町
国

民
健
康
保
険
直
営
直
瀬
診
療
所
と
し
て
発
足
し
た
。
昭
和
三
四
年
六
月
五
日
、
業
務

開
始
時
の
診
癒
所
職
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

所

長

九
木

健

三
二
歳

地
区
民
の
招
き
に
よ
っ
て
退
職
し
て
開
業
し
て
い
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
初
代
所
長

に
迎
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
の
信
頼
も
厚
く
、
し
た
が
っ
て
患
者
も
多
く
、
住

民
は
、
よ
く
施
設
を
利
用
し
た
。
四
年
に
わ
た
っ
て
奉
職
し
た
が
、
長
崎
市
で
開
業

す
る
た
め
退
職
し
た
。

そ
の
後
は
、
医
師
不
足
で
愛
媛
診
療
所
か
ら
の
輪
番
出
張
診
療
や
、
長
崎
医
大
よ

り
三
ケ
月
交
替
で
若
い
医
師
が
来
て
診
療
に
当
た
っ
て
い
た
。
一
年
後
専
任
の
所
長
、

白
浜
宏
が
就
任
し
た
。
町
当
局
は
も
ち
ろ
ん
、
直
瀕
住
民
も
安
心
し
て
診
療
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
喜
ん
だ
の
も
つ
か
の
間
、
一
年
後
に
は
、
病
の
た
め
に
入

院
し
退
職
し
た
。

昭
和
四
一
年
八
月
、
老
齢
の
桐
林
茂
が
就
任
、
そ
の
後
、
町
立
病
院
よ
り
出
向
の

富
田
英
明
、
昭
和
四
四
年
六
月
、
畑
野
川
出
張
所
兼
務
宇
治
原
草
稿
を
経
て
、
昭
和

五
〇
年
一
一
月
、
任
重
洛
が
所
長
に
な
っ
た
。
診
療
所
は
従
来
木
造
建
築
の
た
め
老

朽
化
も
著
し
く
設
備
も
古
く
な
っ
た
の
で
、
現
在
の
住
民
セ
ン
タ
ー
と
合
体
工
事
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
モ
ダ
ン
な
施
設
が
完
成
し
た
。

昭
和
六
二
年
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
任
重
洛
所
長
が
定

年
退
職
し
、
昭
和
六
三
年
四
月
か
ら
、
温
泉
郡
中
島
町
出
身
の
小
児
科
専
門
の
豊
田

茂
樹
所
長
が
就
任
し
た
。
現
在
の
陣
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

看

護

婦

見

習

事
務
そ
の
他

所

長

看
護
婦

父
二
峰
診
療
所

豊
田

茂
樹

三
四
歳

一
名

事
務
員

二
名

初
代
所
長
九
木
健
は
長
崎
県
出
身
で
久
万
厚
生
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
直
瀕

第
七
章

保
健
衛
生

昭
和
一
二
年
、
父
二
峰
村
代
理
助
役
宮
田
道
考
は
無
医
村
に
お
け
る
医
療
の
実
態

に
つ
き
、
村
議
会
と
そ
の
対
策
を
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
で
き
う
る
限
り
早
い
時

期
に
医
師
を
拓
へ
い
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
は
ま
ず
診
療
施
設
を
建
築
す
る
こ
と

五
九
九



第
五
編

行
政
・
財
政

が
第
一
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
、
議

\

会
の
承
認
、
協
力
を
得
て
、
診
癒
所

建
築
を
決
定
し
た
。

位
置
の
選
考
に
入
っ
た
が
、
こ
れ

が
な
か
な
か
の
大
問
題
で
あ
っ
た
。

診
療
所
建
築
に
つ
い
て
は
、
村
を
あ

げ
て
賛
成
、
協
力
を
お
し
ま
な
い
態

勢
で
あ
っ
た
が
、
位
置
決
定
と
な
る

と
、
二
名
地
区
、
露
峰
地
区
住
民
は
、

た
が
い
に
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。

村
議
会
で
も
同
様
で
、
再
三
の
議
会

全
員
協
議
会
を
開
い
て
、
意
見
統
一

父二峰診療所

六
〇
〇

に
な
が
ら
く
な
か
っ
た
医
者
の
開
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た
病
人
の

喜
び
は
、
た
と
え
よ
う
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
医
者
を
迎
え
た
父
二
峰
村
は
、
村

費
年
額
六
万
円
と
施
設
の
無
償
貸
与
を
し
、
医
師
は
こ
の
補
助
に
よ
っ
て
自
己
営
業

を
す
る
こ
と
に
し
た
。

昭
和
三
二
年
、
当
時
の
村
長
横
田
重
市
は
、
父
二
峰
村
大
字
霧
降
甲
四
二
〇
番
地

に
あ
る
診
療
所
改
築
を
決
意
し
、
年
度
当
初
予
算
二
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
、
議
会

の
承
認
を
得
て
直
ち
に
着
工
し
た
。
建
坪
も
五
〇
坪
と
大
幅
な
拡
張
を
行
い
、
患
者

入
室
の
設
備
も
加
え
て
現
代
的
な
診
癒
所
を
建
築
し
た
。
久
万
町
と
合
併
後
の
三
六

年
に
は
、
看
護
婦
宿
舎
を
建
設
し
、
こ
れ
ま
で
の
委
託
診
療
か
ら
、
久
万
町
国
民
健

康
保
険
直
営
診
療
所
と
し
て
、
人
員
、
施
設
、
設
備
と
も
、
他
の
二
診
癒
所
と
変
わ

ら
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

を
は
か
っ
た
が
ま
と
ま
ら
ず
、
理
事
者
に
お
い
て
も
、
診
療
所
設
置
を
中
止
す
る
の

や
む
な
き
に
い
た
る
寸
前
、
当
時
の
県
会
議
員
大
野
助
直
が
仲
裁
に
入
る
こ
と
に
な

り
、
両
者
と
も
、
県
議
に
一
任
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
野
県
議
は
現
露

峰
診
療
所
地
を
提
案
、
村
議
会
も
こ
れ
を
了
承
し
、
よ
う
や
く
位
置
の
決
定
を
み
る

こ
と
と
な
っ
た
。

位
置
決
定
と
同
時
に
工
事
に
着
手
す
る
一
方
、
医
師
の
招
へ
い
に
努
め
、
村
長
、

村
議
等
は
、
手
づ
る
を
頼
り
に
東
京
、
大
阪
、
岡
山
な
ど
に
出
向
き
、
や
っ
と
大
阪

よ
り
医
師
を
迎
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
同
時
に
診
療
所
建
築
も
終
わ
っ
て
開
業
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

開
設
当
時
は
、
木
造
か
わ
ら
ぶ
き
平
家
建
二
六
坪
一
棟
で
あ
っ
た
。
医
師
の
住
宅

も
診
療
所
同
様
で
あ
り
、
内
容
設
備
も
ご
く
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
村

当
時
の
陣
容

所

長

看
護
婦

事
務
員

宮

原

茂
二
名

二
名

(
自
動
車
運
転
士
を
含
む
)

所
長
の
宮
原
茂
医
師
は
、
今
後
の
へ
き
地
医
療
問
題
に
つ
い
て
、

「
現
在
ま
で
父
二
峰
地
区
と
し
て
は
、
山
村
の
へ
ぎ
地
で
あ
り
な
が
ら
、
医
療
の
面
で

は
、
同
条
件
の
地
区
と
比
較
し
て
、
あ
る
程
度
、
恵
ま
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
否

定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
全
国
の
医
師
は
約
一
一
万
人
余
り
で
、
そ
の
大
部
分
は
、

都
会
地
の
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
県
の
大
学
に
医
学
部
が
あ
る

か
な
い
か
に
よ
っ
て
無
医
地
区
の
数
が
左
右
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
要
因
は
大
学
よ
り
医
師

が
派
遣
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
医
師
も
ま
た
、
研
究
の
便
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

愛
媛
県
は
医
学
部
所
在
地
よ
り
遠
隔
の
地
で
あ
る
の
で
、
ま
す
ま
す
、
今
後
無
医
地
区
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
地
区
住
民
の
労
働
力
再
生
産
と
し
て
の
見
地
か
ら
も
、
あ
ら
ゆ



る
施
策
を
し
て
、
地
区
の
診
療
体

勢
の
確
立
は
、
今
後
に
残
さ
れ
た

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
う
」

そ
の
後
、
昭
和
五
〇
年
五
月
、
宇

治
原
草
稿
所
長
が
就
任
し
、
診
療
に

当
た
っ
て
い
た
が
、
高
齢
の
た
め
昭

和
六
〇
年
退
職
さ
れ
た
。
後
任
に
は

町
立
病
院
か
ら
浅
田
耕
造
医
師
が
着

任
さ
れ
、
昭
和
六
二
年
四
月
か
ら
女

医
の
熊
本
い
ず
み
医
師
が
所
長
と
し

て
就
任
し
、
町
立
病
院
と
の
連
携
を

密
に
し
て
、
よ
り
高
度
医
療
が
受
け

父二峰診療所二名出張所

八
千
円
を
国
庫
補
助
、
三
、
七
五
二

千
円
を
一
般
会
計
よ
り
繰
入
れ
を
し

て
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

五
月
二
七
日
、
指
名
者
一
三
名
を

も
っ
て
入
札
、
再
度
の
入
札
の
結
果
、

沼
田
健
男
に
示
談
落
札
し
た
。
直
ち

に
工
事
に
着
手
し
、
三
三
年
二
月
に

工
事
が
完
成
し
た
。
同
時
に
、
京
都

府
下
の
診
療
所
に
勤
務
し
て
い
た
医

師
、
奥
野
博
司
を
迎
え
て
初
代
所
長

に
、
元
陸
軍
看
護
婦
、
玉
井
ト
ミ
子

を
温
泉
郡
川
内
村
よ
り
迎
え
、
村
内

畑野III診療所(昭和43年7月)

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
六
二
年
度
、
父
二
峰
診
癒
所
二
名
出
張
所
が
宮
成
地
区
に
正
式
に
開
設
さ
れ

た
。
診
療
は
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
わ
れ
て
お
り
、
二
名
地
区
住
民

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
よ
り
充
実
さ
れ
た
。

畑
野
川
診
療
所

川
瀬
村
の
当
時
の
村
長
日
野
泰
は
、
住
民
の
要
望
を
入
れ
て
、
国
民
健
康
保
険
直

営
診
療
所
開
設
を
企
画
し
、
ま
ず
畑
野
川
か
ら
始
め
た
。
昭
和
三
二
年
四
月
一
六
日
、

川
瀬
村
国
民
健
康
保
険
運
営
委
員
会
の
協
議
会
を
開
い
て
、
診
癒
所
の
位
置
、
建
設

費
、
内
容
施
設
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
下
畑
野
川
日
野
敦
親
所
有
の
、

同
所
字
五
味
甲
三
五
五
番
地
の
土
地
九
畝
二
〇
歩
を
三
五
万
円
で
購
入
、
建
築
費
三

五
〇
万
円
、
診
療
施
設
(
備
品
)
費
一
五
〇
万
円
、
計
五
〇
〇
万
円
の
内
、
一
、
二
四

第
七
草

保
健
衛
生

よ
り
事
務
長
、
看
護
婦
、
自
動
車
運
転
手
等
総
勢
九
名
の
陣
容
に
よ
っ
て
業
務
を
始

め
る
こ
と
に
し
た
。
開
設
当
初
の
状
況
は
、

一
、
所
在
地
及
び
名
称

大
字
下
畑
野
川
中
三
六
九
の
二
番
地

川
瀬
村
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
、
開
設
者

管
理
者

業
務
開
始

三
、
診
療
科
目

四
、
設
備
概
要

川
瀬
村
長

日

野

医
師

奥

野

博

司

昭
和
三
三
年
二
月
一
二
日

内
科
・
小
児
科
・
外
科
・
放
射
線
科

手
術
室
・
手
術
台
・
顕
微
鏡
・
Ⅹ
線
装
置
三
〇
〇
、
、
、
リ

そ
の
他
心
電
計

五
、
許
可
病
床

二
床



第
五
編

行
政
・
財
政

六
、
社
会
保
障
関
係
に
よ
り
診
療

健
保
・
共
済
・
結
核
予
防
・
国
保
・
生
活
医
療
保
護

七
、
社
会
保
険
施
設
に
よ
る
看
護
施
設

完
全
看
護
実
施

八
、
従
業
者
数

医
師

一
名

看
護
婦
補
助
者

そ
の
他
技
術
者

事

務

係

使

丁

看
護
婦

二
名

二
名

一
名

二
名

一
名

昭
和
三
四
年
三
月
三
〇
日
、
久
万
町
合
併
に
よ
っ
て
川
瀬
村
診
癒
所
を
廃
止
し
て
、

四
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
久
万
町
国
民
健
康
保
険
直
営
畑
野
川
診
癒
所
と
改
称
し
た
。

六
〇
二

病
予
防
に
対
し
て
住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
て
存
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一
方
で
は
時
代
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
人
口
減
少
交
通
網
の
整
備
、
医
療
技

術
の
高
度
化
診
癒
科
目
の
専
門
化
に
よ
っ
て
、
患
者
の
選
択
幅
が
拡
大
さ
れ
、
患
者

数
の
減
少
と
あ
い
ま
っ
て
診
療
所
の
運
営
は
さ
び
し
い
も
の
が
あ
る
。
今
後
は
一
層
、

合
理
化
・
能
率
化
に
重
点
を
置
き
、
経
営
の
健
全
化
に
努
力
す
る
と
と
も
に
長
寿
社

会
に
対
応
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
損
の
提
供
を
行
い
町
立
病
院
と
連
携
を
密
に
し

て
地
域
の
健
康
づ
く
り
、
在
宅
癒
養
老
の
訪
問
看
護
・
生
活
指
導
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
診
療
所
の
医
師
確
保
は
、
へ
ぎ
地
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
む
ず

か
し
い
。
医
師
自
身
が
医
療
学
術
研
鐙
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
上
に
、
子
弟
の
教
育

医

師

一
名

看

護

婦

三
名

そ
の
他
従
業
員

四
名

そ
の
後
、
久
万
町
立
病
院
畑
野
川

診
療
所
と
な
っ
た
が
、
再
び
久
万
町

国
民
健
康
保
険
直
営
畑
野
川
診
癒
所

と
な
り
、
更
に
、
昭
和
四
五
年
度
以

降
直
瀕
診
癒
所
畑
野
川
出
張
所
と
し

て
、
直
瀬
診
癒
所
の
医
師
が
診
療
に

あ
た
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
無
医
地
区
解
消
の

た
め
に
開
設
さ
れ
た
へ
ぎ
地
診
癒
施

設
は
地
域
住
民
の
医
藻
の
不
安
や
疾

診療費用の動向

(単位 千円)

診療名 直 瀬 畑 野 川 父 二 峰 

年度昭和 診 療 所 診 療 所 診 療 所 

35 2,678 3,603 
- 

40 2,120 3,265 6,579 

45 7,676 直 8,036 

47 10,028 
瀬 . 

8,838 

50 16,125 
慶棄 所 

10,267 

55 18,934 
ーこ 運 

13,252 

60 30,235 
営 合 

17,009 

62 30,055 
併 

25,911 

受診件数と受診日数

昭和 件数 
直瀬診療所 畑野川診療所 父二峰診療所 

35 

件数 3,309 3,782 
ー 

日数 10,283 12,607 
- 

40 

件数 1,815 2,323 2,910 

日数 4,909 6,412 9,727 

45 

件数 3,653 直 2,981 

日数 8,232 瀬 9,651 

47 

件数 3,959 . 2,716 

日数 8,385 療 8,395 

50 

件数 3タ943 所 1,752 

日数 8,968 に 4,797 

55 

件数 2,843 運 1,745 

日数 7,074 営 4,683 

60 

件数 3タ141 合 1,211 

日数 9,783 併 3,512 

62 

件数 2,863 
ー 

1,770 

日数 8,652 
ー 

4,537 



の
問
題
な
ど
が
重
な
り
、
山
間
へ
き
地
の
勤
務
と
し
て
の
招
へ
い
が
難
し
い
が
、
地

域
住
民
と
医
師
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
医
療
体
制
を
さ
さ
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

診
癒
費
用
は
、
上
昇
し
て
い
る
が
必
ず
し
も
運
営
は
好
転
し
て
い
な
い
。
医
療
費

改
定
等
に
よ
る
一
件
当
た
り
の
診
癒
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
し
、
患
者
負
担
及
び
行

政
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。
診
癒
所
運
営
費
は
診
療
収
入
の
二
倍
を
要
し
て
い
る
。

ま
た
、
診
療
所
運
営
の
好
転
は
、
国
保
会
計
の
増
大
と
相
関
関
係
に
あ
る
。

自
動
車
の
普
及
に
伴
い
、
専
門
医
の
受
診
を
受
け
る
傾
向
が
強
ま
り
外
来
患
者
が

減
少
し
て
い
る
。
慢
性
疾
患
の
固
定
化
又
は
行
動
を
制
限
さ
れ
る
老
人
婦
女
子
の
受

診
が
多
く
、
老
齢
化
の
社
会
構
造
現
象
も
み
ら
れ
る
。

2

民
間
診
療
施
設

(
開
業
医
)

藤
井
医
院

久
万
地
区
に
お
け
る
医
師
は
、
藩
政
時
代
に
二
名
い
た
こ
と
が
記
録

に
の
こ
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

現
代
医
学
を
修
得
し
た
藤
井
文
郁
は
明
治
一
七
年
、
医
学
校
を
卒
業
と
同
時
に
旧
、

宝
映
劇
の
裏
通
り
(
明
治
二
五
年
新
国
道
開
通
ま
で
の
本
通
)
で
開
業
、
大
正
一
〇
年
死

亡
す
る
ま
で
、
久
万
町
は
も
ち
ろ
ん
、
上
浮
穴
郡
内
の
医
療
に
努
め
た
。

竹
村
医
院

明
治
三
六
年
、
福
井
町
で
開
業
し
た
。
診
療
科
目
は
内
科
、
小
児
科
を

主
と
し
て
お
り
、
看
護
婦
を
最
初
に
置
い
た
医
師
で
あ
る
。
院
長
の
竹
村
延
次
郎
は
、

家
業
は
も
ち
ろ
ん
政
治
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。

大
野
医
院

大
野
勘
蔵
は
、
福
井
町
の
川
向
こ
う
で
大
正
五
年
開
業
し
た
。
お
も

に
、
産
婦
人
科
・
内
科
を
診
療
し
、
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
診
療
を
続
け
た
。

宇
都
宮
医
院

院
長
宇
都
宮
音
吉
は
、
大
正
五
年
福
井
町
に
開
業
し
た
。
か
れ
は
、

主
に
外
科
・
皮
膚
科
を
専
門
と
し
、
明
神
尋
常
高
等
小
学
校
・
久
万
尋
常
高
等
小
学

第
七
章

保
健
衛
生

校
・
久
万
中
学
校
・
上
浮
穴
高
等
学
校
等
の
校
医
と
し
て
四
二
年
間
も
奉
職
し
た
。

そ
の
他
、
地
区
別
開
業
医
師
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

久

万

地

区

氏

名

開
業
地

森

岡

成
一

久
万
町

田

村

信

書

久
万

町

永

井

保
三
郎

久
万
町

川

瀬

地

区

平

田

伊

興

直

瀬

中

瀬

冶

三

下
畑
野
川

岡

林

春

善

下
畑
野
川

山

本

鹿

弥

直

瀬

井

上

廣

直

瀬

山

本

雅

文

直

瀬

父

二

峰

地

区

中

尾

慶

治

二

大

妻

茂

書

露

営

業

年

月

日

大
正
一
〇
・
五
・
一
四

〃
一
〇
・
七
・
三
一

大
正
一
二
・
六
・
一

〃
一
四
・
二
二
一
人

昭
和

二
・
二
・
二
人

昭
和

二
・
三
・

人

大
正

五
・
九

大
正
二
一
・
一
二
・
一
六

不

明

大
正
一
〇
・
七
・
二
二

昭
和

四
・
八

昭
和
一
二
・
四
・
一

不

明

昭
和
二
二
・
八
・

九

不

明

昭
和
二
六
・
九
・
一

不

明

昭
和
九

昭
和
一
二
・
四
・
一

六
〇
三



第
五
編

行
政
・
財
政

相

原

滋

鑑

二

名

昭
和
二
二
・
三
二
二

昭
和
二
五
・
一
・

八

大

野

賀

露

峰

小

林

英

子

露

峰

昭
和
二
四
二
二
・

三

昭
和

二
・
五
・
一
二

昭
和
二
九
・
二
一
・
三
一

宇
都
宮
病
院

日
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
病
院
副
院
長
の
要
職
に
あ
っ
た
宇
都
宮
利
雄
を
、
久
万
厚

生
病
院
設
置
と
同
時
に
院
長
に
迎
え
た
。
院
長
は
、
本
籍
西
明
神
の
出
身
で
あ
っ
た

の
で
、
町
民
と
の
折
り
合
い
も
よ
く
、
施
設
や
設
備
の
充
実
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

病
院
運
営
の
基
礎
が
充
実
し
た
。
昭
和
二
六
年
退
職
し
、
久
万
町
福
井
町
に
個
人
病

院
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
次
々
と
設
備
を
充
実
し
、
郡
内
最
高
の
私
立
病
院
と
し

て
名
実
と
も
に
そ
の
名
を
あ
げ
た
。

一
、
開

業

一
、
診
療
科
目

一
、
設

備

一
、
医

師

従
業
員

昭
和
二
六
年
一
二
月

内
科
・
小
児
科
・
外
科
・
産
婦
人
科

レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
、
断
層
撮
影
装
置

心
電
計

手
術
室

病
床
数

四
〇
床

四
名

四
〇
名

院
長
宇
都
宮
利
雄
は
、
当
時
将
来
の
抱
負
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

目
下
上
浮
穴
郡
の
医
療
機
関
と
し
て
は
、
三
病
院
と
一
二
の
診
療
所
が
数
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
多
く
は
各
町
村
の
中
心
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
面
積
を
持
つ
当
郡
と
し
て

は
い
ま
だ
に
無
医
地
区
と
み
な
さ
れ
る
数
か
所
の
へ
ぎ
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
居
住
の
方
々

は
大
変
な
不
便
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
二
年
七
月
、
久
万
町
立
病
院
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
、
単
な
る
盲
腸

六
〇
四

炎
で
も
松
山
の
医
療
機
関
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
二
〇
年
前
に
比
べ
れ
ば
、

目
下
、
郡
内
に
は
四
か
所
に
手
術
室
が
開
設
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
開
腹
手
術
が
行
わ
れ
て
い

る
現
状
で
あ
っ
て
、
今
さ
ら
な
が
ら
今
昔
の
感
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
脳
、
心
臓
、
胸
部
外
科
、
あ
る
い
は
精
神
科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
等
の
特
殊
な
科
目
の
設

置
が
ま
だ
充
実
し
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
上
、
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
に
従
事
さ
れ
て
い
る
医
師
の
方
々
の
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
、

そ
の
大
部
分
は
他
郷
の
人
々
で
あ
る
。

開
設
者
は
苦
心
惨
憺
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
て
こ
の
入
手
に
努
力
し
、
そ
の
経
営
に

任
じ
て
い
る
次
第
で
あ
る
が
、
辞
令
一
本
で
配
置
さ
れ
る
官
公
吏
の
諸
公
と
は
異
な
り
、

全
く
の
自
由
人
で
あ
る
医
師
の
獲
得
は
、
文
化
程
度
の
低
い
交
通
不
便
な
当
地
区
と
し
て

は
並
た
い
て
い
の
努
力
で
は
至
難
の
問
題
で
、
将
来
ま
こ
と
に
晴
海
た
る
も
の
が
あ
る
。

何
と
し
て
も
当
地
区
よ
り
多
数
の
医
師
が
養
成
さ
れ
て
、
適
所
に
配
置
さ
れ
、
郷
土
愛

に
燃
え
た
人
間
関
係
の
も
と
で
、
診
療
に
没
頭
で
き
る
よ
う
な
育
英
対
策
が
計
画
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
る
。
か
く
て
こ
そ
、
皆
保
険
下
に
お
け
る
郡
内
の
各
位
は
、
広
く

開
発
さ
れ
た
今
日
の
医
学
的
恩
恵
を
各
地
区
に
お
い
て
手
軽
く
、
手
早
く
満
喫
で
き
、
健

康
で
明
朗
、
し
か
も
、
文
化
的
、
経
済
的
な
生
活
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の

で
あ
る
。

西
本
医
院

院
長
西
本
忠
治
は
昭
和
五
年
生
ま
れ
の
医
学
博
士
で
、
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
、
新

国
道
に
新
築
開
業
し
た
。

診
癒
科
目
は
、
外
科
・
内
科
・
小
児
科
・
耳
鼻
科
と
一
人
で
多
彩
な
科
目
を
診
療

し
、
必
要
に
応
じ
て
は
入
院
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
岡
山
医
大
の

講
師
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
多
く
の
著
書
を
出
し
て
い
る
。

一
、
診
療
科
目

外
科
・
内
科
・
小
児
科
・
耳
鼻
科

一
、
設
備
施
設

レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置



心

電

計

眼
底
カ
メ
ラ

胃

カ

メ

ラ

超
短
波
装
置
等

病

床

数

医

師

従

業

員

一
〇
名

山
螺
歯
科
医
院

院
長
の
山
藤
一
寛
は
、
明
治
二
九
年
九
月
二
五
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
二
年
三
月

に
開
業
し
、
久
万
町
四
三
一
番
地
(
住
安
町
下
)
で
診
療
を
続
け
て
い
た
。
昭
和
三
九

年
こ
ろ
ま
で
は
、
川
瀬
・
面
河
方
面
へ
も
週
一
回
ず
つ
出
張
診
療
を
し
て
い
た
。
な

お
、
明
神
小
学
校
を
は
じ
め
九
校
の
学
校
医
と
し
て
、
長
年
学
童
の
口
腔
検
診
、
並

び
に
口
腔
衛
生
に
つ
と
め
た
。

篠
崎
歯
科
医
院

院
長
の
篠
崎
寅
雄
は
、
明
治
四
三
年
一
〇
月
三
一
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
二
四
年
、

福
井
町
本
通
で
開
業
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
現
在
地
(
久
万
町
二
四
四
番
地
)
に
新

築
し
移
転
し
た
。
久
万
小
・
中
学
校
の
校
医
と
し
て
児
童
、
生
徒
の
口
腔
衛
生
に
力

を
つ
く
し
た
。

小
野
歯
科
医
院

院
長
小
野
正
明
は
、
大
正
一
四
年
七
月
一
〇
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
二
五
年
に
野
尻

で
開
業
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
現
在
地
(
久
万
町
二
七
番
地
大
谷
橋
)
に
新
築
移
転
し
て

開
業
し
、
上
浮
穴
高
等
学
校
校
医
と
し
て
高
校
生
の
口
腔
検
診
、
並
び
に
口
腔
衛
生

に
力
を
注
い
だ
。
そ
の
後
砥
部
町
で
開
業
し
た
。

第
七
章

保
健
衛
生

藤
井
歯
科
医
院

院
長
藤
井
玲
は
、
昭
和
二
七
・
八
年
ご
ろ
ま
で
久
万
町
桂
町
で
営
業
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
東
京
へ
移
っ
た
が
病
気
の
た
め
死
亡
し
た
。

そ
の
他
、
久
万
町
で
最
も
古
い
歯
科
医
院
に

「
そ
や
ま
歯
科
医
院
」
と
い
う
の
が

あ
っ
た
が
、
開
業
年
月
日
な
ど
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
田
窪
歯
科
医
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
一
時
疎
開
し
て
桂
町
で
営
業
し
て
い
た
が
、
現
在
松
山
市
二
番
町

で
開
業
し
て
い
る
。
同
じ
く
戦
時
中
に
は
野
尻
に
土
居
歯
科
医
が
い
た
。

現
在
、
久
万
町
内
の
歯
科
は
町
立
病
院
の
外
、
下
畑
野
川
に
畑
野
川
歯
科
診
療
所
、

久
万
町
内
に
、
わ
た
な
べ
歯
科
・
高
橋
歯
科
医
院
が
相
次
い
で
開
院
さ
れ
、
町
民
の

歯
科
治
療
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二

伝
染
病
舎

1

避

病

舎

明
治
以
前
に
、
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
伝
染
病
で
は
コ
ロ
リ
(
コ
レ
ラ
)
、
赤
便
(
赤

痢
、
疫
痢
)
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
痘
そ
う
患
者
も
か
な
り
多
く
発
生
し
た
。

痘
そ
う
に
つ
い
て
は
、
常
時
患
者
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
染
病
と
し
て
の

関
心
は
ご
く
う
ず
く
、
皮
膚
病
程
度
と
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
痘
そ
う
の
流
行
に
は
松
山
藩
で
も
手
を
や
き
、
安
政
五
年
に
は
全
松
山
藩
下
に

種
痘
が
行
わ
れ
て
い
る
。

明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
、
伝
染
病
に
対
す
る
政
府
や
県
の
施
策
も
講
じ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
明
治
二
七
・
八
年
の
日
清
戦
争
中
、
海
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
伝
染
病
が
復
員

軍
人
や
、
そ
の
他
か
ら
伝
染
し
、
久
万
町
で
も
多
く
の
患
者
が
発
生
し
た
。

そ
の
当
時
は
、
各
町
村
と
も
に
隔
離
病
舎
の
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
、
警
察
官
の

六
〇
五



第
五
編

行
政
・
財
政

棟病離隔

指
示
に
よ
っ
て
、
人
家
か
ら
離
れ
た

野
原
な
ど
に
仮
小
屋
が
建
て
ら
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
看
病
人
(
身
内
の
者
)
が

限
定
さ
れ
て
看
病
に
当
た
る
ほ
か
は
、

人
の
出
入
り
を
禁
じ
、
警
察
官
、
医

師
以
外
は
、
病
人
の
顔
を
見
る
こ
と

も
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

治
療
薬
や
消
毒
薬
も
少
な
い
時
代

で
あ
り
、
患
者
の
死
亡
率
は
極
め
て

高
か
っ
た
。

明
治
二
七
年
六
月
、
東
明
神
に
発

生
し
た
コ
レ
ラ

(
一
説
に
は
疫
痢
と
も

三
、
腸

チ

フ

ス

五
、
痘

そ

う

七
、
狸

紅

熱

九
、
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎

一
、
日

本

脳

炎

六
〇
六

四
、
パ

ラ

チ

フ

ス

六
、
発

湿

チ

フ

ス

八
、
ジ

フ

テ

リ

ア

一
〇
、
ペ

ス

ト

い
う
)
の
伝
染
経
路
は
不
明
で
あ
る
が
、
ハ
ラ
ヤ
ブ
と
い
う
野
原
に
仮
小
屋
を
建
て

て
隔
離
し
た
。
三
一
歳
の
壮
年
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
死
亡
し
、
患
者
の
実
父
も

看
病
し
て
い
て
伝
染
、
一
〇
日
間
に
父
子
が
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
小
屋
、

衣
類
、
食
器
、
そ
の
他
全
部
を
警
察
官
、
役
場
が
立
合
い
で
焼
却
し
た
。

明
治
三
〇
年
四
月
、
法
律
第
三
号
に
よ
っ
て
、
初
め
て

「
伝
染
病
予
防
法
」
が
制

定
さ
れ
た
。
「
市
町
村
は
県
知
事
の
指
示
に
従
い
、
伝
染
病
院
、
隔
離
病
舎
、
隔
離

所
、
又
は
消
毒
所
を
設
置
す
べ
し
」
と
あ
り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
伝

染
病
を
、
法
定
伝
染
病
と
い
い
、
法
定
伝
染
病
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
各
市
町
村
に

お
い
て
、
隔
離
、
消
毒
な
ど
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
種
類
を
あ
げ
る

と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
コ

レ

ラ

二
、
赤

痢

(
疫
痢
を
含
む
)

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
各
町
村
で
は
、
大
字
部
落
を
単
位
と
し
て
衛
生
組
合
を
作
り

避
病
舎
を
建
築
し
た
。
そ
の
後
、
各
町
村
ご
と
に
一
か
所
に
統
合
さ
れ
た
。

昭
和
二
七
年
、
上
浮
穴
郡
の
町
村
が

「
統
合
伝
染
病
棟
組
合
」
を
つ
く
り
、
久
万

町
大
字
久
万
町
一
一
番
地
に
木
造
モ
ル
タ
ル
造
り
延
建
坪
一
二
八
坪
を
建
設
し
た
。

そ
の
後
、
郡
内
の
伝
染
病
患
者
は
、
全
部
こ
の
施
設
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。2

統
合
伝
染
病
棟
の
火
災
・
新
築

昭
和
四
〇
年
六
月
、
久
万
小
学
校
児
童
よ
り
赤
痢
患
者
が
発
生
し
多
く
の
患
者
を

隔
離
収
容
し
て
い
た
。
同
三
一
日
午
前
零
時
一
〇
分
ご
ろ
、
消
毒
釜
の
過
熱
か
ら
、

火
災
を
お
こ
し
病
棟
が
全
焼
し
た
。
管
理
者
、
看
護
婦
の
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
、

さ
い
わ
い
一
人
の
負
傷
者
も
な
く
、
患
者
は
久
万
町
立
野
尻
公
民
館
及
び
、
旧
厚
生

病
院
の
両
施
設
に
分
散
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
年
一
二
月
に
は
、
旧
焼
跡
に

臨
時
の
隔
離
病
舎
を
建
設
し
た
が
、
病
室
は
四
畳
半
、
三
重
の
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、

名
実
と
も
に
臨
時
病
舎
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
一
年
に
は
、
隔
離
病
舎
計
画
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
計
画
表
に
よ
る
と
、

久
万
町
立
病
院
敷
地
内
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
町
村
の
分
担
金
計
画
も
で
き

た
。
次
頁
の
表
の
計
画
書
に
よ
っ
て
昭
和
四
一
年
八
月
三
一
日
、
松
山
市
岡
崎
工
務

店
に
よ
る
請
負
が
成
立
し
て
、
た
だ
ち
に
着
工
し
、
昭
和
四
二
年
春
、
鉄
筋
コ
ン
ク



昭和41年度隔離病舎新築計画書

上浮穴郡伝染病棟組合

久万町・小田町・美川村・柳谷村・面河村

36,083人

久万保健所

19

花川式、 70人槽

440千円

鉄筋コンクリート造一部二階建

396壷 (120坪)

12,800千円

6,674千円

1,846千円

4,280千円

事業予定額に消毒施設1,500千円と焼却炉

300千円を含む。事業予定額以外に初年度

設備費400千円を予定す。

設 置 主 体 名

連 合 町 村 名

管 内 人 口

設撞主体を管轄する

保 健 所 名

病 床 数

規 格

工事費
浄化槽設備

集 権 造

築 坪 数

費 予 定 額

国及び県負担金

町 村 費

起 債

考

リ
ー
ト
造
り
、
建
坪
三
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
部
二
階
建
て
の
病
舎
が
完
成
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
八
年
四
月
一
日
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
の
設
立
と
同
時
に

組
合
に
編
入
し
、
同
組
合
に
お
い
て
運
営
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

三

国
民
健
康
保
険

国
保
制
度
は
一
般
住
民
を
対
象
に
、
病
気
、
け
が
、
不
慮
の
事
故
に
供
え
、
相
互

扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
保
険
給
付
を
行
う
制
度
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
一
三
年
の
国

保
法
の
制
定
以
来
医
療
の
普
及
で
保
健
の
向
上
、
生
活
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
発

第
七
章

保
健
衛
生

足
当
初
は
、
地
方
の
実
情
に
応
じ
た
任
意
の
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
昭
和

二
三
年
に
市
町
村
公
営
の
体
制
に
切
り
換
え
ら
れ
、
財
政
の
健
全
化
、
給
付
内
容
の

充
実
改
善
、
国
の
財
政
援
助
の
強
化
が
ほ
か
ら
れ
た
。
当
初
愛
媛
県
下
で
は
南
伊
予

村
、
波
止
浜
町
、
津
倉
村
の
三
か
町
村
し
か
な
か
っ
た
。
当
時
の
農
村
は
疲
幣
の
ど

ん
底
に
あ
り
、
国
は
大
陸
政
策
を
と
り
、
い
わ
ゆ
る

「
健
民
健
兵
対
策
」

の
名
の
も

と
に
、
国
民
健
康
保
険
を
押
し
す
ず
め
て
い
た
。
久
万
町
で
は
、
昭
和
一
八
年
明
神

村
と
合
併
し
た
直
後
の
町
長
、
八
木
菊
次
郎
が
国
民
健
康
保
険
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

自
ら
各
部
落
と
懇
談
し
て
回
っ
て
、
や
っ
と
実
施
に
踏
み
き
っ
た
。

昭
和
二
〇
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
国
保
事
業
は
休
廃
止
し
て
、
県
下
で

も
実
施
町
・
村
は
半
数
に
低
下
し
た
な
か
で
、
久
万
町
は
直
営
診
癒
所
の
建
設
な
ど

強
力
に
お
し
す
ず
め
て
い
た
。

当
初
の
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
保
険
税
と
町
の
一
般
会
計
よ
り
繰
り
入
れ
を
主

体
に
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
国
・
県
費
の
助
成
も
ご
く
少
な
く
、
町
の
経
済
的
な
負

担
が
多
く
、
廃
止
直
前
の
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
国
庫
支
出
金
も

逐
次
増
加
し
、
保
険
税
の
二
倍
増
に
対
し
て
国
庫
支
出
金
は
七
倍
に
近
い
状
態
と
な

り
、
一
般
会
計
よ
り
の
繰
り
出
し
金
は
逐
次
減
少
し
て
き
た
。

国
民
健
康
保
険
に
よ
る
診
療
費
は
、
職
域
の
健
康
保
険
に
比
べ
て
、
従
来
と
か
く

給
付
内
容
が
低
か
っ
た
。
社
会
保
険
で
は
、
世
帯
主
本
人
に
対
し
て
、
医
癒
費
の
全

額
を
給
付
し
、
家
族
は
半
額
で
、
そ
の
他
に
傷
病
手
当
金
、
分
娩
費
な
ど
が
支
給
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
国
民
健
康
保
険
で
は
一
律
五
割
の
給
付
で
あ
っ
た
が
、

往
診
料
や
給
食
、
看
護
、
そ
の
他
、
歯
科
の
補
て
い

(
入
歯
)
は
全
額
本
人
負
担
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
医
療
費
総
額
か
ら
み
れ
ば
七
割
̃
八
割
も
の
患
者
負

担
が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
せ
っ
か
く
保
険
証
を
も
っ
て
医
師
に
か
か
っ
て
も
、
給
付

六
〇
七



第
五
編

行
政
・
財
政

の
面
か
ら
は
、
あ
ま
り
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
な
い
状
態
で
、
患
者
側
か
ら
み
れ
ば
、

大
い
に
苦
情
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
八
年
度
よ
り
世
帯
主
の
み
七
割
給
付
の
時
代
か
ら
昭
和
四
〇
年

一
月
よ
り
一
律
七
割
給
付
と
な
っ
た
。
保
険
税
の
条
例
も
昭
和
三
四
年
か
ら
四
二
年

の
一
〇
年
間
に
一
〇
回
も
改
正
さ
れ
、
所
得
割
が
一
〇
〇
分
の
一
・
五
か
ら
、
二
・

五
と
な
り
、
資
産
割
が
一
〇
〇
分
の
二
五
か
ら
三
〇
へ
、
均
等
割
一
人
に
つ
き
三
〇

〇
円
か
ら
九
〇
〇
円
、
世
帯
均
等
割
が
六
〇
〇
円
か
ら
一
五
〇
〇
円
に
上
が
る
結
果

と
な
っ
た
。

現
在
久
万
町
は

「
久
万
町
国
民
健
康
保
険
条
例
」

に
ょ
っ
て
施
策
を
進
め
て
い
る

が
、
運
営
に
つ
い
て
は
「
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」
を
つ
く
っ
て
そ
こ
で
し
て

い
る
。
委
員
構
成
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

二
、
国
民
健
康
保
険
医
又
は
国
民
健
康
保
険

薬
剤
師
を
代
表
す
る
委
員

三
、
公
益
を
代
表
す
る
委
員

四
人

条
例
第
五
章
第
九
条
に
ょ
っ
て
次
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
九
条

こ
の
町
は
保
険
給
付
ま
た
は
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
次
に
掲
げ

る
施
設
を
す
る
。

一
、
診

癒

所

(
病
院
)

二
、
保

健

婦

三
、
衛
生
委
員

四
、
伝

染

病

寄
生
虫
病
、
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防

五
、
健
康
診
断

六
、
母
性
及
び
乳
幼
児
の
保
護

六
〇
八

七
、
栄
養
改
善

八
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

九
、
そ
の
他
保
険
給
付
ま
た
は
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
必
要
な
施
設

昭
和
四
〇
年
代
に
入
り
福
祉
政
策
の
高
揚
か
ら
昭
和
四
六
年
一
〇
月
老
人
医
科
の

無
料
化
(
県
単
)
、
昭
和
四
八
年
一
月
か
ら
法
制
化
、
昭
和
四
八
年
四
月
零
歳
児
医
療

の
無
料
化
(
県
単
)
に
な
っ
た
。
昭
和
四
九
年
四
月
重
度
心
身
障
害
者
医
嬢
の
無
料

化
(
県
単
)
、
昭
和
四
九
年
一
〇
月
母
子
家
庭
医
療
の
無
料
化
(
県
単
)
当
初
は
入
院
だ

け
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
三
年
四
月
よ
り
入
院
外
も
対
象
と
な
っ
た
。
昭
和
四

九
年
一
〇
月
か
ら
高
額
癒
養
費
支
給
制
度
が
実
施
さ
れ
、
更
に
、
昭
和
五
二
年
一
〇

月
よ
り
、
低
所
得
層
の
救
済
措
置
と
し
て
高
額
癒
養
費
貸
付
制
度
を
設
け
、
昭
和
五

三
年
一
月
よ
り
県
下
一
斉
に
実
施
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
よ
る
医
療
費
増
加
は
国
保
財
政
に
大
き
く

影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
五
八
年
か
ら
老
人
保
健
制
度
が
実
施
さ
れ
、
老
人

医
療
費
支
給
制
度
に
よ
る
公
費
負
担
が
は
ず
れ
、
老
人
医
藻
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
国
二
〇
%
、
県
・
町
が
そ
れ
ぞ
れ
五
%
負
担
し
、
残
り
七
〇
%
に
つ
い
て
各

医
癒
保
険
者
が
共
同
で
拠
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
昭
和
六
二
年
度
老
健
法
改

正
に
伴
っ
て
こ
こ
三
年
ほ
ど
続
い
て
い
た
国
保
財
政
崩
壊
の
危
機
は
一
応
回
避
さ
れ
、

小
康
状
態
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
と
こ
ろ
の
著
し
い
医
癒
費

の
伸
び
で
、
こ
の
改
正
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
ほ
と
ん
ど
帳
消
し
と
な
り
つ
つ
あ
り
、

し
た
が
っ
て
医
癒
費
対
策
が
切
実
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
国
保
自
体
の
経

営
努
力
を
一
層
充
実
す
る
べ
く
「
国
保
財
政
安
定
強
化
に
関
す
る
宣
言
」
が
行
わ
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
国
保
三
%
推
進
運
動
」
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、

一
、
保
険
税
(
料
)

の
収
納
率
を
一
%
以
上
引
き
上
げ
る
。



二
、
医
療
費
適
正
化
対
策
に
よ
り
、
医
療
費
一
%
以
上
の
財
政
効
果
を
上
げ
る
こ
と
。

三
、
保
健
施
設
活
動
を
促
進
す
る
た
め
保
健
施
設
費
と
し
て
保
健
税
(
料
)
の
一
%
以
上

を
確
保
す
る
こ
と
。

こ
の
三
点
を
合
せ
て
三
%
運
動
と
い
い
、
国
保
自
体
の
体
質
改
善
を
強
力
に
進
め

て
い
る
。四

簡
易
水
道
事
業

1

久
万
簡
易
水
道

当
町
に
お
け
る
簡
易
水
道
事
業
は
、
昭
和
二
七
年
に
始
ま
る
。
昭
和
二
一
年
の
南

海
大
地
震
の
影
響
で
、
町
内
の
地
下
水
に
変
動
が
お
こ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
井
戸

水
が
使
用
不
能
に
近
い
状
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
二
七
年
度
に
計
画
給
水
人
口

一
五
〇
〇
人
を
対
象
に
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
一
人
一
日
六
〇
㍑
、
給
水
能
力
一

日
当
た
り
九
〇
㌦
の
浄
水
施
設
を
住
安
町
に
建
設
し
、
久
万
川
の
河
川
水
を
ポ
ン
プ

で
揚
水
し
、
昭
和
二
九
年
四
月
よ
り
給
水
を
開
始
し
た
。

文
化
水
準
の
向
上
に
と
も
な
い
、
全
町
的
に
水
道
施
設
を
要
望
す
る
声
が
高
ま
り
、

明
神
、
入
野
、
久
万
、
野
尻
、
菅
生
を
含
め
た
久
万
川
水
域
の
住
民
を
対
象
に
、
昭

和
三
七
、
三
八
年
度
の
継
続
事
業
で
、
久
万
上
流
の
唐
子
谷
川
に
水
源
を
求
め
、
計

画
給
水
人
口
四
八
六
〇
人
、
一
人
一
日
最
大
給
水
量
一
五
〇
㍑
、
消
火
水
量
三
〇
㌦
、

給
水
能
力
一
日
九
〇
六
㌦
の
浄
水
施
設
を
建
設
し
、
自
然
流
下
方
式
に
よ
り
、
昭
和

三
九
年
四
月
よ
り
給
水
を
開
始
し
て
、
久
万
地
域
の
生
活
用
水
、
防
火
用
水
を
確
保

し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
住
民
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
に
つ
れ
使
用
水
量
が
増
加
し
て
こ
の
施

設
で
も
夏
季
な
ど
は
住
民
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
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そ
こ
で
昭
和
四
八
年
、
下
野
尻
馬
酔
谷
に
水
源
を
確
保
し
、
四
か
年
継
続
事
業
で
、

一
日
給
水
能
力
六
八
一
声
の
施
設
を
増
設
し
、
ポ
ン
プ
揚
水
に
よ
り
給
水
し
、
久
万

地
区
の
生
活
用
水
を
補
充
し
て
い
る
。

昭
和
五
八
年
ご
ろ
よ
り
国
道
の
埋
設
管
が
老
朽
化
に
よ
り
破
損
が
多
発
し
、
た
び

た
び
の
断
水
に
よ
り
住
民
に
不
便
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
六
二

年
度
に
延
長
二
五
五
四
㍍
、
事
業
費
六
四
〇
八
万
二
〇
〇
〇
円
で
改
良
工
事
を
行
っ

た
。2

地
域
中
水
道

各
地
域
と
も
良
質
の
自
家
用
井
戸
を
有
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
干
ば
つ
期

に
は
渇
水
し
た
。
加
え
て
、
住
民
の
文
化
生
活
の
向
上
に
と
も
な
っ
て
、
水
道
施
設

の
要
望
が
高
ま
っ
て
き
た
。

町
で
は
、
水
道
施
設
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
地
域
単
位
の
水
道
施
設
も
逐
次
建

設
整
備
を
行
い
、
昭
和
六
三
年
四
月
現
在
、
簡
易
水
道
八
か
所
、
給
水
人
口
七
〇
〇

九
人
、
飲
料
水
供
給
施
設
一
〇
か
所
、
給
水
人
口
五
六
七
人
、
共
同
給
水
施
設
三
か

所
、
給
水
人
口
三
三
人
で
住
民
の
九
六
%
、
七
七
〇
人
名
に
給
水
し
て
い
る
。

六
〇
九



久万町内の簡易水道施設(簡易水道とは計画給水人口101人以上5,000人までの水道をいう)

施 設 名 
年 度 計 画 現 在 1人1 日 計 画1日 

原水の種別 ろ過方式 
滅 菌 装 置 

(昭和) 給水人口の 給水人口の 最大給水量(β) 最大給水量(l) 及 び 滅 菌 器 

久万簡易水道 52 4,860 4,575 200 1,586 河川表流水 緩速ろ過 電解次亜発生装置(50g、100g) 

畑野川簡易水道 53 1,140 922 200 291 

河川表流水 緩速ろ過 
圧力定量注入ポンプ (GT-7型工Cタイマー付) 

地下湧水 ろ過なし 
圧力定量注入ポンプ (MF-1型連続) 

上直瀬簡易水道 49 840 688 200 196 河Iii表流水 緩速ろ過 Nl水車型滅菌装置 

下直瀬簡易水道 52 300 260 200 45 河川表流水 緩速ろ過 
圧力定量注入ポンプ (G冒-7型ICタイマー付) 

落合簡易水道 35 340 183 200 51 河川表流水 緩速ろ過 II 

中村簡易水道 36 222 139 200 35 河川表流水 緩速ろ過 Il 

橋詰簡易水道 36 200 135 200 45 河川表流水 緩速ろ過 Nl水車型滅菌装置 

森田、宮成 
52 138 130 200 21 河川表流水 緩速ろ過 

圧力定量注入ポンプ 

簡 易 水 道 (GT-7型工Cタイマー付) 

計 8,040 7,009 

飲料水供給施設(飲料水供給施設とは計画人口50人以上100人までの水道をいう)

施 設 名 
年 度 計 画 現 在 1人1日 計 画1日 

原水の種別 ろ過方式 
滅 菌 装 置 

(昭和) 給水人口の 給水人口の 最大給水量(β) 最大給水量(l) 及 び 滅 菌 器 

中条水道 37 80 44 200 20 河川表流水 緩速ろ過 
圧力定量注入ポンプ (GT-7型ICタイマー付) 

中野村水道 38 74 63 200 14.8 河川表流水 緩速ろ過 
圧力定量注入ポンプ (MF喜1型連続) 

槙の川水道 39 70 24 200 10.5 河川表流水 緩速ろ過 
圧力定量注入ポンプ (GT-7型工Cタイマー付) 

永久水道 41 93 88 200 14 河川表流水 緩速ろ過 II 

徳好水道 41 93 53 200 14 河川表流水 緩速ろ過 II 

東条水道 43 56 56 200 8.4 河川表流水 緩速ろ過 II 

西の川水道 45 97 58 200 14.6 地下湧水 ろ過なし Nl水車型滅菌装瞳 

上厚水道 50 55 44 200 12,3 河川表流水 緩速ろ過 II 

若宮水道 53 73 75 200 12.4 河川表流水 緩速ろ過 II 

柴谷水道 55 62 62 200 13 河川表流水 緩速ろ過 
圧力定量注入ポンプ (GT-7型ICタイマー付) 

計 了53 567 

共同給水施設(共同給水施設とは計画給水人口20人以上49人までの水道をいう)

施 設 名 
年 度 計 画 現 在 1人1 日 計 画1日 

原水の種別 ろ過方式 
滅 菌 装 置 

(昭和) 給水人口の 給水人口(刃 最大給水量(l) 最大給水量(l) 及 び 滅 菌 器 

馬酔谷水道 57 48 48 200 9.6 河川表流水 緩速ろ過 Nl水車型滅菌装置 

北条水道 60 40 40 200 8 河川表流水 ろ過なし 
圧力定量注入ポンプ (G冒-7型ICタイマー付) 

樅の木水道 61 44 44 200 8.8 河川表流水 緩速ろ過 
パルス受信方式SP-1P-1型 (流量比例式滅菌装置) 

計 132 132 
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久万町水道水質試験成績表 (昭和63年3月採水)
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採 取 場 所 色 度 濁 度 臭 味 
水素イオン 硝酸性窒素及び 塩 素 過マンガン酸 般 

濃度(PH) 亜硝酸性窒素 イ オ ン カリウム消費量 細 菌 数 
大腸菌群 

久万唐子水源地 

1度未満 II II 1度 

1度未満 II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II 2度以下 
異常なし II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II 異常でない 

7.0 0.35 8,5 l.5 8 

陰性 II II II II II II II II II II II II II II II II lI II II II II II II 検出 

久万下野尻水源地 7.2 0,31 9.2 0.8 14 

上畑野)Ii水源地 7.0 0.37 7.1 2.8 11 

下畑野川水源地 7.0 l.94 7.1 0,3 10 

上垣瀬水源地 
II 1度未満 

7.0 0.33 6,4 1.4 8 

下底瀬水源地 7.2 0.74 7.1 l.2 10 

落 合 水 源 地 

II l度 II II II II II 2度 

7.6 0.38 7.1 1.3 13 

中 村 水 源 地 7.1 0.19 5.7 0.6 10 

橋 詰 水 源 地 7.2 0.15 5.7 l.0 11 

森田・宮成水源地 7.2 0.63 7,l l.9 15 

上 厚 水 源 地 7.1 0.32 6.4 0.6 8 

中 条 水 源 地 7.0 0.11 8.5 1.1 7 

東 条 水 源 地 7,0 0.05 6.4 0,9 9 

徳 好 水 源 地 7.0 0.09 10,6 2.9 8 

永 久 水 源 地 1度未満 6.6 0.09 5,7 0.8 9 

西の川水源地 4 度 7.1 0.12 7.1 0.7 10 

若 宮 水 源 地 1 度 7.6 0,14 7.1 1.8 16 

中野村水源地 l度未満 7,2 0.68 7.1 0,9 10 

槙の川水源地 1 度 7.0 0.29 5.7 0.5 18 

柴 谷 水 源 地 

II 4 度 

7.4 0.08 5.7 1.5 7 

樅の木水源地 8.4 0.09 6.4 L4 13 

北 条 水 源 地 3 度 7.0 0,09 7.1 0.1未満 13 

馬酔谷水源地 
1度 II 

7.4 0.06 5.7 0.9 12 

国民宿舎水源地 6.7 0.07 6.4 l.6 11 

水道法に よ る 

5度以下 5.8
一-

8.6 10唯/1以下 
200唯/l 10唯/l 1血g中集落 

水 質 基 準 以 下 以 下 数100以下 されない 

備 考 

水質検査の項目は毎日行い、色、濁り、残留塩素の3項目は肉眼検査とする。

何か異常が認められた時には、改めて水質検査を行って確かめることにする。

(注 給水せんにおける水が、遊離残留塩素を0.1PPM,結合残留塩素の場合は0.4PPM以上保持する

よう塩素消毒をする)

久万町水道給水使用料

種 別 用途区分 
1戸または1ヶ所 l戸または1ヶ所 超過料金 
1ヶ月基本水量 1ヶ月基本料金 1n部こつき 

従 量 制 

専用 給水 装置 

一
般 用 10請 800円 130円 

営 業 用 20壷 1,600円 130円 

浴場および 工業用 

150壷 11,000円 130円 

臨 時 用 20壷 3,000円 190円 

共 用 給 水 装 置 10壷 800円 130円 

定額制i 

一
般 用 800円 

営 業 用 1,600円 

貸付量水器使用料lか月l個につき

量水器口径 13究 20莞 25究 30花 40藍 50莞 75莞 

使 用 料 100円 150円 160円 170円 350円 700円 1,500円 



給水加入金明細表

区分 搬名口径 

住 宅 住 宅 以 外 

備 考 
(別 荘 を 除 く) (別 荘 を 含 む) 

薯 砦l 盤 % 党 % ラム 盤 磐, 7乞 

13 20 25 30 13 20 25 30 40 50 

久万・畑野川・ 上直瀬・落合・ 

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 

東狩場 束河合 

橋詰・中村・槙 の川・西ノ川・ 永久・徳好・東 条・中条 

50,000 100,000 200,000 400,000 100,000 200,000 400,000 800,000 l,600,000 3,000,000 

西河合 西崎 柳井 を除く 

上 厚 60,000 120,000 240,000 120,000 240,000 480,000 

下 直 瀬 70,000 140,000 280,000 140,000 280,000 560,000 

柴谷・申野村・ 下野尻・森田・ 宮成・若宮・北 条・樅ノ木 

100タ000 200,000 400,000 200,000 400,000 800,000 

東狩場、束 河合、西河 合、西崎、 柳井を含む 

久万町簡易水道建設事業の概要

施 設 名 年 度 事 業 概 要 事 業 費 

久 万 簡 易 水 道 37・38 唐子水源ダム、配管 千円 55,293 

II 45 皿木地区配水管布設 2,122 

II 46 唐子沈澱地工事 15,200 

II 48・51 野尻水源拡張 104,234 

II 48 春日台住宅水道管布設 517 

II II 明神小、プール引込 500 

II 49 唐子水源災害復旧 200 

II II 50・51 II 

北村工場団地水道管布設 2,921 

入野地区水道管布設 512 

東明神大橋配水管工事 480 

II II 曙町布設替 400 

II II 野尻堂ノ前布設替 2,000 

II 52 菅生地区配水管布設 7,700 

II 54 入野日ノ地地区拡張 9,953 

II II 町立病院線布設替 3,479 

II 55 住安上布設香 1,400 

II 56 菅生 I′ 3,200 

II 57 

唐子滅菌器更新 
l,900 

(電解次面塩素ソーダ) 

II 58 野尻ポンプ室 1,100 

II 61 貯木場線布設替 2,364 

II II 法然寺一今青線布設替 1,936 

II Il II II 

62 

上野尻布設替 

11,410 64,082 1,200 

(久万山前一山本石油前) 

II II II 

入野地区布設替 

(久万中一久万山木材市場) 

東明神地区布設替 

(大橋一明小下) 

唐子減圧弁更新 

(西明神) 
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久万町簡易水道建設事業の概要
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施 設 名 年 度 事 業 概 要 事 業 費 

畑野川簡易水道 43・44 畑野用達越新設 千円 15,700 

II 48 千本キャンプ場揚水工事 980 

II 50・51 
本管布設替 4,565 

(農構附帯工事) 2,000 

II II 花木園給水工事 1,400 

II II 郷土遺産保存館給水工事 1,140 

II II 配水池補修 1,962 

II 52 拡張・配管工事 22,000 

II 53 河合水源池新設 35,557 

II 56 西峯、柳井拡張工事 50,800 

Il II 本管布設替(明杖) 500 

II 57 II 4,133 

II 59 遅越止水堰新設 2,880 

上直瀬簡易水道 38 東地区新設 1,141 

II 43 上直瀬永子新設 6,991 

II 48・49 II 拡張工事 16,265 

II 50 
永子地区布設替 

210 

(農構附帯工事) 

下直瀬簡易水道 50・51 下直瀬水道新設 49,281 

落 合 簡易 水道 35 落合水道新設 2,525 

II 58 配水管布設替 680 

II 62 導水管新設 2,782 

中 村 簡易 水道 36 中村水道新設 1,259 

橋 詰簡易 水道 36 橋詰布設替 1,829 

II 52 本管布設替 1,263 

II 60 本管布設(駐在所住宅) 850 

森田.宮成簡易水道 51 森田・宮成水道新設 28,700 

久万町飲料水供給施設事業

施 設 名 年 度 事 業 概 要 事 業 費 

中条水道 上厚水道 

37 新 設 千円 1,267 

52 本管布設替(補修工事) 470 

49 新 設 8タ462 

II 51 
配水管布設替工事 

550 

(モデル事業附帯工事) 

東條水道 43 新 設 1,411 

徳好水道 41 新 設 1,940 

II 51 災害復旧 1,100 

永久水道 西の川水道 

41 新 設 1,895 

56 止水堰外改修 3,600 

45 新 設 3,750 

若宮水道 52 新 設 19,415 

柴谷水道 55 新 設 19,400 

槙ノ川水道 39 新 設 960 

中の村水道 38 新 設 470 

57 拡 張 17,310 

久万町共同給水施設建設の概要

施 設 名 年 度 事 業 概 要 事 業 費 

馬酔谷水道 57 新 設 千円 17,230 

北条水道 60 新 設 15,723 

樅ノ木水道 61 新 設 23,361 
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疾
病
及
び
伝
染
病

1

概

要

久
万
町
は
、
高
冷
地
特
有
の
、
水
も
空
気
も
清
く
澄
み
き
っ
た
健
康
上
最
適
地
で

あ
る
。
加
え
て
昔
か
ら
農
林
業
が
主
た
る
産
業
で
あ
っ
た
た
め
、
特
に
衛
生
思
想
が

普
及
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
よ
い
環
境
と
適
度
な
労
働
に
よ
っ
て
、
比
較
的

健
康
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
病
気
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
薬
日
と

い
っ
て
五
月
五
日
や
夏
の
土
よ
う
中
の
丑
の
日
に
、
薬
草
や
、
薬
と
な
る
鹿
の
若
角

を
採
取
し
た
り
し
て
、
病
気
に
そ
な
え
た
。

薬
草
に
使
わ
れ
て
い
た
植
物
で
、
現
在
久
万
の
山
野
に
産
す
る
も
の
で
五
〇
種
類

以
上
も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
今
な
お
使
わ
れ
て
い
る
薬
草
は
二
〇
種
を
こ
え
て
い
る
。

病
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
保
存
薬
草
を
煎
じ
て
服
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
が
治
癒
し
た
が
、
と
き
に
は
、
難
病
も
あ
っ
て
病
が
長
び
く
と
、
神
仏
だ
の
み
や
、

祈
と
う
師
に
よ
る

「
病
祈
と
う
」

が
行
わ
れ
て
い
た
。

幕
末
の
こ
ろ
か
ら
は
、
薬
売
り
の
行
商
人
が
と
き
ど
き
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

頭
痛
、
腹
痛
程
度
の
薬
に
過
ぎ
ず
、
重
病
人
を
救
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

維
新
前
の
伝
染
病
に
つ
い
て
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
ば
が
残
っ
て
い
る
。

一
、
「
ハ
シ
カ
」

を

「
寿
命
定
め
」

二
、
「
ボ
ー
ソ
ー
」

を

「
器
量
定
め
」

三
、
「
コ
レ
ラ
」
を

「
コ
ロ
リ
」

と
言
っ
て
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
。
一
の
ハ
シ
カ
に
よ
る
幼
児
の
死
亡
は
特
別
に
多
く
、

良
薬
の
な
い
時
代
、
衛
生
思
想
の
乏
し
い
こ
ろ
の
農
民
の
子
供
た
ち
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ

六
一
四

と
高
熱
の
た
め
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
「
寿
命
定
め
」
と
は
、
ハ
シ
カ
の
難
事
を
切
り

ぬ
け
た
も
の
は
長
く
生
き
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
二
の
ホ
ー
ソ
1
は
、
こ
れ

に
か
か
る
と
顔
面
が
み
に
く
い

「
あ
ば
た
面
」

と
な
り
、
昔
は
こ
の
あ
ば
た
面
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
器
量
定
め
」
と
い
う
こ
と
ば
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
手
当
て

の
ひ
ま
も
な
く
、
コ
ロ
リ
と
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
。

徳
川
の
幕
府
で
も
、
な
ん
ら
病
気
に
対
す
る
予
防
や
治
療
方
法
の
手
段
は
な
か
っ

た
。
将
軍
家
で
あ
ろ
う
と
、
各
藩
の
殿
様
で
あ
ろ
う
と
、
病
に
は
か
て
ず
、
祈
と
う

師
に
よ
る

「
病
祈
と
う
」

を
行
っ
た
例
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
医
師
以

上
に
祈
と
う
師
が
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
主
治
医
の
か
わ
り
に

「
お
か
か
え
祈
と
う

師
」

を
置
い
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
松
山
藩
は
、
予
防
対
策
に
つ
い
て
早
く
か
ら
憲
を
つ
く
し
、

全
国
に
さ
き
が
け
て
安
政
五
年
(
一
八
五
人
)
松
山
藩
命
に
よ
っ
て
初
め
て
種
痘
を

行
っ
て
い
る
。
天
然
痘
に
対
し
て
は
ず
い
ぶ
ん
手
を
や
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
、
松
山
藩
が
全
国
に
さ
き
が
け
、
藩
内
全
域
に
種
痘
を
実
施
し
た
こ
と
は
特
筆

久万町年度別伝染病発生状況

病 月山 

赤靂 
ジ 腸 

天 然 日 本 

う昌 

園田 

痢 を 含 

フ チ 靂 周遊 

紅ニ 熱 

田園 

フ‾ リ ア 

フ 疑 炎 

年 度 痢も ス、 
似 病 容 疑 

昭和 20年 9 4 4 0 0 0 

22 4 10 l 1 1 1 

25 1 4 2 0 0 0 

29 15 0 0 0 0 1 

30 5 0 0 0 0 0 

31 22 0 0 0 0 0 

32 38 0 0 0 0 0 

33 60 0 0 0 0 0 

34 43 0 0 0 0 0 

35 26 0 0 0 0 0 

36 34 0 0 0 0 0 

37 14 0 0 0 0 0 

38 36 0 0 0 0 0 

39 0 0 0 0 0 0 

40 128 0 0 0 0 0 

41 2 0 0 0 0 0 

42 4 0 0 0 0 0 

50 1 0 0 0 0 0 

51 14 0 0 0 0 0 

以降発生なし。



す
べ
き
大
事
業
で
あ
っ
た
。

明
治
に
は
い
っ
て
か
ら
も
記
録
は
少
な
く
、
よ
う
や
く
、
明
治
四
三
年
に
郡
内
各

町
村
が
編
集
し
た
郷
土
誌
の
衛
生
部
門
に
、
各
村
が
実
績
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
実

績
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

久
万
町

避
病
舎
一
か
所
あ
り
。

明
神
村

東
明
神
及
び
西
明
神
、
入
野
に
各
々
に
避
病
舎
あ
り
、
ま
た
衛
生
組
合
あ
り
。

菅
生
村

明
治
二
六
、
七
年
ご
ろ
赤
痢
病
流
行
あ
り
し
も
、
そ
の
後
今
日

(
明
治
四
三

年
)

に
至
る
ま
で
流
行
病
更
に
な
く
明
治
三
八
年
避
病
舎
を
築
造
し
た
る
も
流

行
病
皆
無
の
た
め
、
ま
だ
一
回
も
使
用
し
た
る
こ
と
な
く
今
日
に
及
べ
り
。
近

時
、
時
々
衛
生
講
話
等
を
開
き
、
村
民
衛
生
思
想
に
富
み
、
一
般
健
康
状
態
良

好
に
向
い
つ
つ
あ
り
。

川
瀬
村

土
地
高
燥
に
し
て
空
気
清
潔
な
る
が
た
め
、
身
体
一
般
に
強
健
に
し
て
長
寿
者

多
く
、
一
年
中
医
師
に
か
か
ざ
る
が
如
き
者
甚
だ
多
し
。
然
り
と
雛
も
衛
生
の

智
識
猶
は
未
だ
普
及
せ
ざ
る
た
め
、
時
々
流
行
病
の
蔓
延
あ
り
、
過
去
一
〇
年

の
流
行
性
病
の
記
録
を
記
す
。

父
二
峰
村

古
く
よ
り
流
行
病
あ
り
し
こ
と
稀
に
し
て
衛
生
に
対
す
る
設
備
金
か
か
ら
ず
、

避
病
舎
は
あ
り
と
難
も
そ
の
腐
朽
に
任
す
、
三
部
落
に
各
避
病
舎
設
く
、
医
師

は
一
人
あ
る
の
み
に
し
て
そ
の
外
久
万
町
よ
り
二
名
、
時
に
出
張
す
る
の
み
。

2

伝

染

病

終
戦
後
は
、
医
薬
、
医
術
の
急
激
な
進
歩
と
相
ま
っ
て
、
国
民
健
康
保
健
制
度
が

普
及
し
、
住
民
の
衛
生
思
想
も
向
上
し
て
、
二
〇
年
も
増
す
に
い
た
っ
た
。
文
化
水

準
の
上
昇
に
比
例
し
て
町
外
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
、
国
外
と
の
交
流
も
激
し
く
伝
染

病
は
年
々
あ
と
を
た
た
な
い
。
昭
和
二
二
年
の
天
然
痘
疑
似
病
や
、
日
本
脳
炎
、
猫

紅
熱
の
各
一
件
と
二
九
年
の
狛
紅
熱
一
件
の
他
は
、
赤
痢
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
腸
チ
フ

第
七
章

保
健
衛
生

伝染病発生件数(昭和34年→昭和43年)

年度 病名 

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 

赤 痢 1 1 2 0 0 0 0 0 13 11 

腸チフス 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 

そ の他 0 0 0 0 0 10 3 0 0 1 

ス
の
三
病
が
お
も
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
発
生

を
み
て
い
た
ジ
フ
テ
リ
ア
も
、
昭
和
二
六
年
ま
で
で
あ

り
、
腸
チ
フ
ス
に
つ
い
て
も
同
年
を
最
後
と
し
て
一
件

も
発
生
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
予
防
接
種
が
徹
底
し

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
赤
痢
は
、

年
々
相
当
数
の
発
生
を
み
、
町
で
も
衛
生
部
門
は
総
力

を
あ
げ
て
防
疫
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

他
の
伝
染
病
皆
無
の
時
代
に
、
赤
痢
だ
け
が
撲
滅
で
き

な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
住
民
の
環
境
衛
生
に

対
す
る
意
識
の
向
上
と
相
ま
っ
て
、
昭
和
五
一
年
度
を

最
後
に
伝
染
病
は
発
生
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
伝
染
性
病
気
と
し
て
呼
吸
器
系
の
結
核
が

あ
る
。
昭
和
二
四
、
二
五
年
こ
ろ
ま
で
は
、
不
治
の
病

と
い
わ
れ
、
こ
の
病
に
取
り
つ
か
れ
た
が
最
後
、
家
も

財
産
も
、
家
族
ま
で
も
失
う
と
さ
れ
、
人
々
よ
り
忌
み

さ
ら
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
は
変
わ
り
医
術
の

進
歩
も
あ
っ
て
、
今
日
で
は
難
病
と
も
思
わ
れ
な
く
な

り
、
死
亡
者
に
つ
い
て
も
ご
く
少
数
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

3

疾

病

明
治
時
代
及
び
、
そ
れ
以
前
に
は
病
気
に
対
す
る
診
断
の
種
類
も
少
な
く
、
ロ
ウ

ガ
イ
と
か
シ
ャ
ク
等
が
現
在
残
っ
て
い
る
病
名
に
過
ぎ
な
い
。
父
二
峰
村
の
記
録
に

ょ
る
と
、
明
治
末
期
で
も
二
種
類
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
現
在
で
は
久
万
町
が
昭

和
三
六
年
四
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
九
か
月
間
を
調
査
し
た
結
果
は
、
次
の
表
に
み

六
一
五
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る
よ
う
に
、
四
〇
に
近
い
病
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
各
病
に
対
す
る
件
数
、
そ
れ

に
要
し
た
点
数
、
一
件
当
た
り
に
要
す
る
治
療
日
数
や
、
そ
の
点
数
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。
表
に
は
、
件
数
の
多
い
順
位
を
一
〇
番
ま
で
記
し
た
が
、
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
、
近
ご
ろ
、
事
故
に
よ
る
外
傷
患
者
の
死
亡
が
多
く
な
り
、
年
々
増
加

し
て
い
る
。

ま
た
。
不
治
の
病
と
さ
れ
て
、
二
̃
三
年
、
長
い
時
は
一
〇
年
も
患
っ
て
い
た
結

核
の
病
も
、
わ
ず
か
に
一
件
当
た
り
八
日
で
治
癒
し
て
い
る
。
た
だ
精
神
的
な
病
気

は
長
く
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
久
万
町
死
因
別
死
亡
者
の
推
移
か
ら
み
て
、
急
性
新
生
物
(
が
ん
)
に
よ
る

死
亡
と
、
心
臓
、
血
管
等
に
よ
る
死
亡
が
年
々
首
位
を
占
め
て
い
る
。

六
一
六

疾病順位と件数と点数(昭和36年4月へ12月)

百 分 比 1件当たり 

件 数 点 数 日数 点 数 

1 歯 科 診 療 9.9 7.9 2 110.2 

2 胃 腸 疾 患 9.7 7.6 2 107.9 

3 肺炎呼吸器系 8.8 6.1 3 95.7 

4 

一般外科享。篭 
8.5 6.9 3 111.2 

5 鼻 腔 疾 患 8.0 3.6 2 63.1 

6 皮 膚 疾 患 4.9 3.1 3 87.9 

7 血 圧 症 4.8 6.8 5 196.0 

8 結核(呼吸器) 4.2 12.2 8 396.8 

9 視 器 疾 患 4.1 2.6 4 87.5 

10 その他の神経系 3.6 3.1 3 116.4 

久万町死因別死亡者の推移

38 39 40 41 46 50 55 60 62 年 

悪性新生物(ガン) 12 26 15 10 13 11 23 15 22 

心 疾 患 27 20 59 22 26 10 47 12 13 

脳 血 管 疾 患 

21 )6 15 )8 21 )3 27 )13 

26 41 12 32 39 

肺 炎 3 7 4 5 8 

事 故 3 3 7 0 2 

自 殺 2 3 1 

腎 臓 病 13 4 7 1 1 3 2 

2 5 

1 

結 核 2 3 2 4 1 0 2 2 

老 衰 11 10 7 14 6 3 3 1 

そ の 他 5 3 4 16 7 2 11 15 3 

計 97 89 118 107 88 83 111 86 92 



疾病別分類別対比(国民健康保険) (昭和36年4月へ12月)

百 分 比 1件当たり 

件 数 点 数 日数 点 数 

1 結 核(呼吸器系) 4.2 12.2 8 396.8 

2 そ の 他 の 結核 0.3 1.3 8 577.1 

3 性 病 0.1 0.1 5 150.8 

4 法 定 伝 染 病 0.0 0.0 2 125.7 

5 届 出 伝 染 病 0.9 0.8 3 112.7 

6 寄 生 虫 病 2.2 1.3 2 84.4 

7 悪 性 新 生 物 0.2 0.7 7 616.5 

8 良 性 新 生 物 0.1 0.0 2 81.7 

9 ア レルギー疾患 3.1 2.3 3 105.0 

10 内 分 泡性 疾患 0.7 l.1 4 235.3 

11 ビタ ミ ン欠乏症 0.0 0.0 7 251.2 

12 血 液 及 造 血器 0.5 0.9 4 245.5 

13 精 神 病 0.4 3.0 18 1,117.1 

14 神 経 人 格 異常 0.2 0.6 9 527.7 

15 中枢神経血液損傷 0.1 0.1 4 199.9 

16 そ の 他 神 経系 3.6 3.1 3 116.4 

17 視 器 疾 患 4.1 2.6 4 87.5 

18 聴 器 疾 患 2.7 1.6 3 81.0 

19 リ ウ マ チ 0.5 0.5 3 108.0 

20 心 臓 疾 患 1.5 2.4 4 212.2 

21 血 圧 症 4.8 6.8 5 196.0 

22 そ の 他 循 環器 0.4 0.3 4 97.8 

23 鼻 腔 疾 患 8.0 3.6 2 63.1 

24 咽頭及び扁桃疾患 2.8 1.2 2 62.0 

25 流 行 性 感 冒 1,8 0.7 2 55.2 

26 肺 炎 呼 吸 器系 8.8 6.1 3 95,7 

27 胃 腸 疾 患 9.7 7.6 2 107.9 

28 虫 垂 炎 1.7 5.2 5 418.4 

29 ヘ ル ニ ヤ 0.2 0.5 4 403.4 

30 その他消化器系 3.4 5.7 4 235.8 

31 腎炎ネフ ロ ーゼ 0.6 1.0 5 223.2 

32 泌 尿 器、性 器 2.9 3.0 3 144.0 

33 妊 娠、 分 娩 2.9 3.2 2 155.2 

34 皮 膚 疾 患 4.9 3.1 3 87.9 

35 関節炎リ ウマチ 1.9 1.9 3 140.3 

36 一般外科事故その他 8.5 6.9 3 111.2 

37 歯 科 診 療 9.9 7.9 2 110.2 

38 歯 科 補 綴 2.2 3.2 3 222.7 

合 計 3 138.1 

六

環
境
衛
生

住
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
生
活
環
境
を
清
潔
に
保
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
で
は
、
昭
和
四
四
年
ご
み
収
集
自
動
車
を
購
入
し
て
町
内
全
域
の
一
般
廃
棄
物

の
収
集
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
あ
い
ま
っ
て
住
民
の
環
境
衛
生
に
対
す

る
意
識
も
高
ま
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
伝
染
病
の
媒
体
で
あ
る
蚊
や
、
は
え
な
ど
の
衛
生
害
虫
も
少
な
く
な
っ

た
。
ま
た
、
町
が
毎
年
配
付
し
て
い
た
防
疫
用
殺
虫
剤
を
共
同
散
布
し
た
こ
と
が
衛

第
七
章

保
健
衛
生

生
害
虫
の
駆
除
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
(
生
活
様
式
な
ど
の
変
化
と
生
活
環
境

の
改
善
に
伴
い
防
疫
用
殺
虫
剤
は
昭
和
五
九
年
度
以
降
配
付
を
中
止
し
た
。
)

昭
和
四
三
年
以
降
現
在
ま
で
の
二
〇
年
間
を
見
る
と
、
五
一
年
に
一
名
、
五
五
年

に
一
四
名
の
伝
染
病
患
者
が
発
生
し
た
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
予
防
医
学
の
著

し
い
進
歩
と
住
民
の
環
境
衛
生
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。

人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
、
常
に
多
数
の
他
人
と
と
も
に
助
け
合
っ
て

生
き
て
い
る
。
常
に
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
た
め
に
、
そ
し
て
多
数
の
他
人
の
た
め

に
協
力
し
て
住
み
よ
い
生
活
の
場
を
創
造
す
る
努
力
を
通
じ
て
、
お
互
の
生
活
環
境

六
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は
向
上
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

1

ご
み
処
理

久
万
町
に
お
け
る
ご
み
処
理
事
業
は
、
昭
和
二
五
年
に
は
じ
ま
る
。
当
時
は
ご
み

の
量
も
少
な
く
、
委
託
を
受
け
た
大
野
石
太
郎
氏
は
、
退
職
す
る
ま
で
の
二
〇
年
間
、

大
八
車
を
引
き
な
が
ら
住
安
町
か
ら
曙
町
ま
で
と
菅
生
の
一
部
の
ご
み
を
収
集
処
理

し
て
い
た
の
で
あ
る
が
住
民
の
生
活
水
準
の
高
ま
り
と
と
も
に
ご
み
の
量
も
増
え
続

け
た
。

ま
た
、
不
用
に
な
っ
た
耐
久
消
費
材
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
空
き
か
ん
、
空
ぴ
ん

な
ど
の
ご
み
が
多
く
な
り
、
ご
み
を
す
べ
て
自
家
処
理
し
て
い
た
農
家
で
も
不
燃
性

ご
み
の
処
分
に
困
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
四
五
年
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
自
治
体

の
収
集
区
域
は
前
記
の
特
別
収
集
区
域
か
ら
町
内
全
域
に
拡
大
さ
れ
た
。

町
で
は
、
昭
和
四
四
年
に
全
町
収
集
を
計
画
し
、
同
年
一
二
月
、
二
ノ
積
パ
ッ

カ
ー
押
込
式
の
ご
み
収
集
自
動
車
を
一
台
購
入
す
る
と
と
も
に
町
内
に
一
三
八
か
所

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
一
四
二
か
所
に
不
燃
物
収
集
か
ん
を
設
置
し
て
可
燃
性

ご
み
と
不
燃
性
ご
み
を
分
別
し
て
定
期
日
収
集
を
実
施
し
、
変
わ
り
ゆ
く
住
民
生
活

に
対
応
し
た
新
し
い
ご
み
収
集
体
制
を
確
立
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
方
、
処
理
体
制
と
し
て
は
、
昭
和
三
五
年
、
一
日
処
理
能
力
三
㌦
の
焼
却
炉
を

上
野
尻
に
建
設
し
て
可
燃
性
ご
み
を
処
理
す
る
と
と
も
に
、
ヒ
ワ
ダ
林
道
わ
き
の
町

有
地
に
不
燃
性
ご
み
捨
て
場
を
、
ま
た
、
昭
和
四
六
年
に
は
、
新
た
に
開
設
し
た
環

境
セ
ン
タ
」
に
ガ
ラ
ス
破
砕
機
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
ご
み
を
処
理
し
て
き
た
の
で

あ
る
が
増
え
続
け
る
ご
み
の
量
と
、
焼
却
炉
が
老
朽
化
す
る
な
ど
、
完
全
処
理
が
困

難
と
な
り
、
新
し
い
施
設
が
要
求
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ごみ収集量の推移
ご
み
処
理
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
郡
内
の
各
町
村
と
も
同
じ
よ
う
に
苦
慮
し
て
い

た
の
で
、
昭
和
四
七
年
、
久
万
地
方
清
掃
事
務
組
合
(
久
万
町
、
美
川
村
、
面
河
村
、
柳

谷
村
)
を
設
置
し
、
一
日
の
処
理
能
力
二
〇
少
の
機
械
バ
ッ
チ
式
焼
却
炉
を
現
在
地

に
建
設
し
た
。

昭
和
四
八
年
に
は
、
ガ
ラ
ス
破
砕
機
と
金
物
類
圧
縮
機
を
併
設
し
、
多
量
に
排
出



さ
れ
る
ご
み
処
理
に
対
応
し
て
い
る
。
(
久
万
地
方
清
掃
組
合
は
、
昭
和
四
八
年
四
月
か
ら

上
浮
穴
生
活
環
境
事
務
組
合
に
統
合
さ
れ
た
。
)

施設の概要

事 業 名 施 設 内 容 事 業 費 場 所 事 業 年 度 

ごみ焼却炉 
管理棟1棟 39誼 

56,463千円 

大字霧降 昭和47年度 

焼却炉1階 223.2壷 大ヤシキ 竣工 

機械バッチ式 
′I2階106.3壷 煙突の高さ 33m 

乙3,177番地 昭和48年3月 

不燃物処理 
圧縮機1日当たり6t 破砕機1時間当たり5へ8t 

7,000千円 同 上 

昭和48年度 竣工 昭和49年3月 

収 集 車 
収集車1台 4七積 

6,000千円 同 上 
昭和59年10月 

(パッカー押込式) 購入 

し尿処理施設 
処理能力1日当たり15kl 

49,315千円 同 上 
竣工 

処理方式 酸化処理方式 昭和43年3月 

し尿処理改良 処理能力1日当たり25kl 

303,147千円 同 上 

竣工 増設工事 処理方式 酸化処理方式 

放流水の水質 昭和50年3月 

BOD25PPm以下 SS50PPm以下 

31日 

し尿浄化槽汚でい処理槽 17,500千円 同 上 

竣工 昭和53年6月 30日 
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し
尿
処
理

し
尿
は
、
下
肥
あ
る
い
は
こ
や
し
と
も
い
っ
て
、
肥
料
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、

農
家
は
年
貢
を
払
っ
て
非
農
家
の
し
尿
を
も
農
地
に
還
元
す
る
な
ど
、
農
作
物
の
生

産
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
衛
生
思
想
の
普
及
と
、
安

価
で
取
り
扱
い
や
す
い
化
学
肥
料
の
使
用
等
に
よ
り
、
し
尿
は
、
農
業
生
産
の
場
か

ら
敬
遠
さ
れ
は
じ
め
、
肥
料
と
し
て
の
位
置
か
ら
廃
棄
物
と
な
っ
た
。

そ
れ
が
た
め
非
農
家
は
、
松
山
、
高
知
方
面
の
く
み
取
り
業
者
に
依
頼
し
て
処
理

し
て
い
た
が
、
く
み
取
り
が
遅
れ
た
り
、
高
額
の
く
み
取
り
料
を
請
求
さ
れ
る
な
ど

の
苦
情
が
し
ば
し
ば
聞
か
さ
れ
た
。

昭
和
三
八
年
五
月
、
柏
原
芳
文
氏
が
く
み
取
り
自
動
車
を
購
入
し
、
町
民
に
よ
る

く
み
取
り
事
業
が
始
め
ら
れ
た
の
で
こ
の
問
題
は
解
決
し
た
。

更
に
昭
和
四
五
年
、
関
係
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
し
尿
く
み
取
り
は
自
治
体
の
事

業
に
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
町
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
者
久
万
清
掃
に
委
託
し
、

町
内
全
域
を
対
象
に
く
み
取
り
業
務
を
行
い
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
三
八
年
当
初
の
利
用
者
は
、
二
〇
〇
戸
程
度
で
あ
っ
た
が
現
在
で
は
住
民
の

約
九
〇
%
が
利
用
し
て
い
る
。
く
み
取
っ
た
し
尿
は
、
林
地
等
へ
の
土
地
還
元
、
あ

る
い
は
溜
つ
ぼ
に
よ
る
地
下
浸
透
な
ど
で
処
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
衛
生
面
で

の
批
判
も
多
く
、
ま
た
処
理
機
能
に
も
限
界
が
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
衛
生

的
で
恒
久
的
な
処
理
施
設
の
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
、
現
在
地
を
買
収
し
久
万
町
環

境
衛
生
セ
ン
タ
1
を
建
設
し
、
郡
内
互
か
町
村
の
共
同
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
二
年
、

四
三
年
度
に
総
事
業
費
四
九
一
三
万
五
〇
〇
〇
円
を
投
じ
て
、
酸
化
処
理
方
式
に
よ

る
一
日
一
五
㌔
㍑
処
理
能
力
を
建
設
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
郡
内
の
し
尿
は
、
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
昭
和
四
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年 度 45 50 55 60 61 62 

Kl 3.500 3,000 2,500 2,000 1,500 

年 間 KI KI KI KI KI Kl 

汲収量 1,988 2,778 2,848 2,995 3,148 3,367 

八
年
四
月
よ
り
上
浮
穴
郡
生

活
環
境
事
務
組
合
に
統
合
、

以
後
は
組
合
の
事
業
と
な

る
。
)そ

の
後
、
し
尿
の
収
集

量
は
年
々
増
加
す
る
反
面
、

施
設
が
老
朽
化
し
て
能
力

が
低
下
し
て
き
た
た
め
、

昭
和
四
九
年
、
施
設
の
改

良
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、

一
日
一
〇
㌔
㍑
の
処
理
施

設
を
増
設
し
た
。
ま
た
、

逐
次
増
え
つ
つ
あ
る
し
尿

浄
化
槽
の
汚
泥
処
理
施
設

を
昭
和
五
二
、
五
三
年
度

六
二
〇

社
会
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
自
家
用

自
動
車
が
普
及
し
、
あ
わ
せ
て
道
路
の
改

修
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
交
通
機
関

が
急
速
に
進
歩
し
て
、
住
民
の
生
活
空
間

の
距
離
が
短
縮
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
火
葬

場
の
利
用
も
諸
条
件
の
整
っ
た
久
万
火
葬

場
を
利
用
す
る
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
昭
和
五
一
年
、
従
来
ま

き
を
利
用
し
て
い
た
久
万
火
葬
場
の
燃
焼

方
式
を
、
一
炉
灯
油
バ
ー
ナ
ー
に
改
造
し

て
住
民
の
利
用
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

反
面
、
父
二
峰
、
川
瀬
の
両
施
設
は
、

の
継
続
事
業
と
し
て
増
設
し
た
。

3

火

葬

場

久
万
町
の
火
葬
場
は
、
町
村
合
併
時
、
久
万
火
葬
場
(
炉
二
基
)
、
父
二
峰
火
葬
場

(
炉
一
基
)
、
川
瀬
火
葬
場
(
炉
一
基
)
の
三
つ
の
施
設
が
あ
り
、
火
葬
場
開
設
以
来
久

万
火
葬
場
に
は
大
西
音
五
郎
氏
(
昭
和
四
九
年
一
〇
月
退
職
)
、
父
二
峰
火
葬
場
に
は
谷

口
幸
作
氏
(
昭
和
四
九
年
三
月
退
職
)
、
川
瀬
火
葬
場
に
は
坂
本
林
作
氏
(
昭
和
五
一
年

一
二
月
退
職
)
が
二
〇
数
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
住
民
に
信
望
さ
れ
て
作
業
に
従
事
し

て
い
た
。

ま
っ
た
く
利
用
す
る
者
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
五
三
年
四
月
、
こ
れ
を
廃
止

し
た
。

そ
の
後
、
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
に
お
い
て
、
火
葬
場
に
つ
い
て
も
郡
内

町
村
の
共
同
利
用
施
設
と
し
て
、
昭
和
五
四
年
度
に
現
在
地
へ
近
代
的
な
施
設
が
建

設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

七

保
健
事
業

は
じ
め
に

健
康
は
、
町
民
の
財
産
で
あ
り
所
得
の
源
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
久
万
町

で
は
各
種
の
予
防
接
種
や
、
結
核
検
診
、
住
民
健
康
検
診
、
が
ん
検
診
等
、
住
民
の

健
康
を
守
る
た
め
の
各
種
の
保
健
事
業
を
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
推
進
し
て
い



る
。特

に
、
昭
和
四
八
年
か
ら
同
五
二
年
ま
で
の
互
か
年
間
、
地
域
保
健
対
策
事
業
と

し
て
、
地
域
ご
と
の
栄
養
調
査
と
一
斉
健
康
診
断
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

1

地
区
診
断

人
間
に
と
っ
て
一
番
の
幸
せ
は
健
康
で
あ
る
。
健
康
は
、
1
、
運
動
、
2
、
栄
養
、

3
、
休
養
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
社
会
情
勢

の
変
化
、
更
に
は
生
活
様
式
、
労
働
条
件
の
多
様
性
に
よ
っ
て
、
健
康
と
栄
養
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
弊
害
は
医
療
費
の
高
騰
に
も
表
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
は
各
人
に
報
告

し
て
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
、
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の

も
の
と
し
て
町
内
各
地
で
地
区
診
断
が
実
施
さ
れ
た
。

〇

二
名
地
区
診
断

昭
和
四
一
年
一
一
月
、
県
や
保
健
所
、
鳥
取
大
学
医
学
部
な
ど
へ
依
頼
し
て
、
二

名
地
区
の
健
康
総
合
診
断
(
地
区
診
断
)
を
実
施
。

診
断
は
、
健
康
、
生
活
、
栄
養
、
環
境
衛
生
、
学
校
保
健
、
産
業
の
六
部
門

○

上
畑
野
川
地
区
診
断

昭
和
四
八
年
七
月
七
日
か
ら
三
日
間
、
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
短
期
大
学
生
に
よ
り
上

畑
野
川
地
域
住
民
の
栄
養
調
査
、
生
活
の
実
態
調
査
と
健
康
診
断
が
実
施
さ
れ
た
。

健
康
診
断
は
、
問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
貧
血
検
査
。

○

露
峰
地
区
診
断

昭
和
四
九
年
七
月
九
日
か
ら
三
日
間
、
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
短
期
大
学
生
一
〇
七
名

に
よ
り
、
露
峰
地
域
の
住
民
を
対
象
に
地
区
診
断
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
期
間
中
は
、
朝
、
昼
、
夕
食
事
に
は
各
家
庭
を
訪
問
し
、
食
事
の
原
材
料
か
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ら
一
人
一
人
の
摂
取
量
ま
で
計
算
し
て
実
際
の
栄
養
量
を
計
算
す
る
と
同
時
に
三
日

の
内
一
日
に
つ
い
て
は
、
労
働
時
間
か
ら
休
憩
時
間
、
就
寝
の
時
間
ま
で
細
か
く
調

査
し
た
。

健
康
診
断
は
、
問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
貧
血
検
査
、
聴
打
診
、

心
電
図
。○

明
神
地
区
診
断

地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
栄
養
摂
取
量
や
労
働
条
件
等
と
併
せ
て
調
査
し
、
久
万

町
全
住
民
の
健
康
増
進
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
主
旨
の
も
と
に
、
昭
和
五
〇
年

七
月
九
日
か
ら
三
日
間
、
明
神
地
区
を
対
象
に
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

一般住民健康検診(30歳一64歳)

目 年叉 

対象者数 受診者数 受診率 異常者 

44 

人 人 % 人 

40歳以上 老人を含む 

3,154 408 13 120 

45 3,225 353 11 221 

46 2,585 283 11 188 

47 1,925 321 17 215 

48 3,398 717 21 316 

49 3,143 869 28 775 

50 3,370 l,174 35 418 

51 3,891 1,024 26 567 

52 3,921 1,338 34 598 

53 3,735 605 16 261 

54 3,702 823 22 294 

55 5,862 1,173 20 668 

56 6,827 1,096 16 383 II 

57 6,801 1,138 17 476 II 

58 4,796 1,002 21 378 II 



老人健康検診(65歳以上)
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∴÷ 
対象者数 受診者数 受診率 異常者 

44 

人 人 % 人 

以下一般住民 検診へ含む 

1,019 247 24 237 

45 1,071 362 34 327 

46 859 201 23 188 

47 1,116 193 17 183 

48 1,186 312 26 297 

49 1,388 332 24 329 

50 1,400 399 29 247 

51 1,272 382 30 311 

52 1,272 312 26 229 

53 1,374 232 17 166 

54 55 

1,294 250 19 158 

胃がん検診の状況

目 

受診者数 異常なし 精密検査を要す 
精密検査を要 

年叉 する者の比率 

41 

人 人 人 % 

53 36 17 32.0 

42 65 49 16 24.6 

43 113 89 24 21.6 

44 173 149 24 13.9 

45 346 321 25 7.2 

46 253 225 28 11.1 

47 284 229 55 19.4 

48 347 274 73 21.0 

49 498 428 70 14.1 

50 506 443 63 12.5 

51 565 503 62 11,0 

52 553 479 74 13.4 

53 467 390 77 16.4 

54 566 468 98 17.3 

55 513 436 77 15.0 

56 538 452 86 16.0 

57 468 401 67 14.3 

58 377 352 25 6.6 

聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
短
期
大
学
生
一
〇
五
名
が
明
神
小
学
校
に
宿
泊
し
、
地
域
住
民

個
々
の
一
日
の
食
事
量
を
調
査
、
一
方
明
神
公
民
館
で
は
久
万
保
健
所
の
協
力
で
住

民
の
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
心
電
図
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
胃
が
ん
検
診
を
実
施
。

○

上
直
瀬
地
区
の
栄
養
調
査

昭
和
五
一
年
七
月
一
八
日
か
ら
三
日
間
、
県
医
師
会
、
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
短
期
大

学
生
の
協
力
を
得
て
地
域
住
民
の
健
康
状
態
を
、
栄
養
摂
取
量
や
労
働
条
件
な
ど
の

面
と
併
せ
て
調
査
、
ま
た
久
万
保
健
所
の
協
力
で
健
康
診
断
を
実
施
、
三
一
四
名
が

受
診
し
た
。

検
診
は
、
身
長
、
体
重
の
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
比
重
測
定
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
、
心
電
図
、
便
の
検
査
、
特
に
こ
の
地
区
で
は
暁
虫
検
査
も
実
施
し

た
。

○

下
直
瀬
地
区
の
栄
養
調
査

昭
和
五
二
年
七
月
二
七
日
か
ら
三
日
間
、
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
短
期
大
学
生
六
〇
名

に
よ
っ
て
、
下
直
瀬
地
区
住
民
の
日
常
生
活
中
か
ら
直
接
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
、

労
働
状
態
、
健
康
状
態
、
栄
養
の
摂
取
状
態
を
調
査
分
析
を
実
施
、
同
時
に
農
協
厚

生
連
、
久
万
保
健
所
の
協
力
に
よ
り
、
胃
が
ん
検
診
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
等
も
行
っ

た
。



婦人がん検診

目 

受診者数 異常なし 精密検査を要す 
精密検査を要 

年叉 する者の比率 

44 

人 人 人 % 

106 103 3 2.8 

45 189 186 3 1.6 

46 174 172 2 1.1 

47 322 321 1 0.3 

48 299 296 3 1.0 

49 362 359 3 0.8 

50 385 385 0 0 

51 489 488 1 0.2 

52 513 510 3 0.6 

53 433 431 2 0.4 

54 463 454 9 1.9 

55 471 466 5 1.1 

56 467 463 4 0.9 

57 504 502 2 0.4 

58 485 483 2 0.4 

一般健康診査(40歳以上)

項目 年度 

対 象 者 受 診 者 受 診 率 

昭和59年度 4,496人 1,129人 25.0% 

II60II 4,437 2,173 48.9 

II61II 4,017 2,235 55.6 

II62II 4,003 2,034 50.8 

胃がん検診(40歳以上)

項目 年度 

対 象 者 受 診 者 受 診 率 

昭和59年度 4,496人 433人 9.6% 

II60II 4,437 543 12.2 

II61II 4,017 560 13.9 

II62II 4,003 676 16.9 

子宮がん検診(30歳以上)

項目 年度 

対 象 者 受 診 者 受 診 率 

昭和59年度 2,950人 497人 16.8% 

II60II 2,900 706 24.3 

II61II 2,650 671 25.3 

II62II 2,650 589 72.2 

2

現
行
の
保
健
事
業

人
生
八
〇
年
時
代
を
迎
え
、
長
い
人
生
を
充
実
し
て
い
き
い
さ
と
過
ご
し
て
い
く

た
め
に
は
、
心
身
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
確
保
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
人
々
の

健
康
に
対
す
る
関
心
は
極
め
て
高
く
、
長
寿
社
会
の
最
大
の
課
題
は
、
健
康
問
題
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
方
、
我
が
国
の
疾
病
構
造
は
、
近
年
、
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
と
い
っ
た
い

わ
ゆ
る
成
人
病
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
日
常
の
生
活
管

理
に
よ
る
予
防
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
急
速
な
高
齢

化
に
伴
い
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
老
人
の
増
大
も
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き

第
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て
お
り
、
そ
れ
ら
の
防
止
や
在
宅
療
養
の
支
援
を
目
指
し
た
施
策
の
推
進
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
八
年
二
月
に
発
足
し
た
現
在
の
老
人
保
健
制
度
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
背

景
と
し
て
、
壮
年
期
か
ら
の
疾
病
の
予
防
と
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を
目
指
す
保
健

事
業
を
そ
の
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

久
万
町
に
お
い
て
も
こ
の
制
度
に
則
り
予
防
か
ら
治
療
(
健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康

教
育
、
精
密
診
査

「
住
民
健
診
」
、
胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
機
能
訓
練
、
訪
問
指
導

等
)

に
至
る
一
連
の
保
健
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

保
健
事
業
の
成
果
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
着
実
に
継
続
し
て
事
業
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

六
二
三
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3

保
健
セ
ン
タ
ー

近
年
の
経
済
社
会
の
著
し
い
変
化
と
、
長
寿
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
母
子
保
健
、

成
人
病
予
防
、
老
人
保
健
、
健
康
増
進
等
の
保
健
需
要
が
増
大
し
、
総
合
的
な
対
人

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
た
。

本
施
設
は
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
健
康

相
談
、
健
康
教
育
、
健
康
診
盃
等
の
対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
拠
点
と

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
保
健
活
動
の
場
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

六
二
四

し
て
昭
和
六
一
年
一
二
月
二
〇
日
完
成
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
は
、
昭
和
六
二
年
二
月
一
日
か
ら
開
始
、
所
長
は
町
立

病
院
の
矢
野
院
長
が
兼
務
す
る
こ
と
と
し
、
他
の
職
員
は
生
活
課
の
内
よ
り
次
の
通

り
配
置
し
た
。

事
務
長
一
名
、
保
健
婦
三
名
、
事
務
職
員
二
名
。

保健センター

久万町保健センター建築概要

1 施 設

●名 称/久万町保健センター

●所 在 地/上浮穴郡久万町大字久万町65-1 (町立病院構内)

●構造及び面積/鉄筋コンクリート2階建 623.13壷

1 階 (370.58壷) 2 階 (252.55Iの 

内 訳 

機能訓練室142.84 調理実習室 49.98 

保健指導室 44.10 会 議 室 78.40 

検 査 室 7.40 検 診 室 41.12 

事 務 室 29.71 ホール、便所等 83.05 

相 談 室 7.50 

ボ イ ラ
ー 室 19.25 

ホール、便所等119.78 

●設 計 者/松山市竹原町2丁目9-6

㈱四国建築設計事務所

●請 負 者/松山市松前町2丁目2-7

大和土木建築株式会社

●工 事 契 約/昭和61年7月12日

●工 事 着 工/昭和61年7月14日

●工 事 完 成/昭和61年12月20日

2 事業に要した経費及び施行業者

事 業 名 金 額(千円) 施 行 者 

設 計 監 理 1,990 ㈱四国建築設計事務所 

工 事 請 負 87,760 大和土木建築株式会社 

駐車場用地購入 7,410 

備 品 購 入 5,650 

事務費、その他 2タ060 

合 計 104,870 



3 事業に要した財源内訳
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区 分 金 額(千円) 備 考 

国庫補助金 17,850 建 設 費 

II 979 設備整備費 

県費補助金 8,925 建 設 費 

II 291 設備整備費 

起 債 45,000 一般単独債 
一 般 財 源 31,825 

合 計 104,870 

4 平面図

1階
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